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答 え

※ 1の筆算は を見てください。
1　⑴　9.75  　　　⑵　4.66
　　⑶　142.6　　　⑷　2.25

　　⑴　4 17  
29
7  　　　⑵　1 

4
5  
9
5  

3　［式］110÷ 8＝ 13あまり 6
　　　　 13＋ 1＝ 14
　　［答え］14個
4　［式］2100＋5500＋1900＝9500
　　［答え］（約）9500m
5　⑴　あ11　い20　う8　え17　お35
　　⑵　20人   ⑶　8人

2

1　⑴　　　　　　　　　⑵

　　⑶　　　　　　　　　⑷

　　⑴　2 27  ＋ 1 
6
7  ＝ 3 

8
7  ＝ 4 

1
7

　　⑵　3 35  － 1 
4
5  ＝ 2 

8
5  － 1 

4
5  ＝ 1 

4
5  

3　必要なすいかの個
こ
数
すう
は、

　必要な切った　  1 個のすいかから作れる
　すいかの個数 ÷ 切ったすいかの個数
　で求められるから、
　　　110÷ 8＝ 13あまり 6

考 え 方

＋
54

4 3
59 7

5.

.

. －
3
42 6
64 6

7.
.
.

16
188
2

61
2 0

0

0

4
04

2 5.
.×

13
64
61 8

1 2 4
61 4 2

.

.

2

　　あまりの 6つの切ったすいかを作るため
には、すいかがもう 1個必要だから、必要
な個数は全部で、

　　　13＋ 1＝ 14（個）

4　それぞれの道のりを百の位までのがい数に
すると、

　　めぐみさんの家からＡ駅まで
　　　2135m　→　2100m
　　Ａ駅からＢ駅まで
　　　54

5
92m　→　5500m

　　Ｂ駅からおばあさんの家まで
　　　18

9
63m　→　1900m

　　3つの道のりの合計をがい数で求めると、
　　　2100＋ 5500＋ 1900＝ 9500（m）

5　⑴　表のあいているところでわかるところ
から求めていきます。

水泳
合計好き 好きで

はない

サ
ッ
カ
ー

好き
あ
11 9

い
20

好きで
はない 7

う
8 15

合計 18
え
17

お
35

　　

　　あ　18－ 7＝ 11
　　い　あ＋ 9＝ 11＋ 9＝ 20
　　う　15－ 7＝ 8
　　え　9＋う＝ 9＋ 8＝ 17
　　お　い＋ 15＝ 20＋ 15＝ 35
⑵　サッカーが好きな人の人数は、表のいにあ
てはまる数なので、20人です。

⑶　水泳もサッカーも好きではない人の人数は、
表のうにあてはまる数なので、8人です。

4 年生の復
ふく

習
しゅう

（1）1
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答 え

1　㋐ 80°　㋑ 75°　㋒ 135°
2　［式］270÷ 18＝ 15　［答え］15m
3　⑴　㋑、㋔
　　⑵　㋓
　　⑶　㋐、㋑、㋒、㋔
4　⑴　① 2　　② 3　　③ 4
　　⑵　④Ｂ

　　⑴　

　　㋓の角度は、180°から 60°と 40°をひく
と求められます。
　　　180°－（60°＋ 40°）＝ 80°
　　2本の直線が交わったときにできる向かい
合った角どうしは大きさが等しいので、㋐の
角度は 80°です。
⑵　

　　三角定
じょう
規
ぎ
の角度を書き入れて考えます。

　　㋑　45°＋ 30°＝ 75°
　　㋒　180°－ 45°＝ 135°

2　公園の横の長さを□ mとして、面積を求
める公式にあてはめます。
　　長方形の面積＝たて×横　より、
　　　18×□＝ 270
　　□にあてはまる数は、18にかけると 270
になる数だから、
　　　270÷ 18＝ 15（m）

考 え 方
1

40°60°

㋐

㋓

㋒

㋑

45°

45°
30°

3　それぞれの図形の辺の長さや角の大きさ、
対角線について調べます。

　㋐　   ㋑　

　㋒　  ㋓　

　㋔　

⑶　1本だけ対角線をひいたときにできる 2
つの三角形に、対応する辺や角があるかどう
か調べます。

4　

⑴　頂
ちょう
点
てん
Ｃは、頂点Ｅから、横に 2cm、たて

に 3cm、高さが 4cmの位置にあるので、
　　　（横 2cm，たて 3cm，高さ 4cm）
⑵　頂点Ｅから、横に 2cm、たてに 0cm進
むと、頂点Ｆです。そこから高さが 4cmの
位置にあるのは、頂点Ｂです。

A

E

B

CD

H

F

G

高さ

横

たて

4ｃｍ

2ｃｍ
3ｃｍ

4 年生の復
ふく

習
しゅう

（2）2
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答 え

1　① 3　② 8　③ 0　④ 3　⑤ 5
2　⑴　10倍…96.85　 1000倍…9685

　　⑵　 110…5.63　 
1
100…0.563

3　⑴　60.29  ⑵　1802
4　⑴　0.1369  ⑵　10.369
5　⑴　184.5g  ⑵　1.845kg

1　38.035 は、10を 3個
こ
、1を 8個、0.1 を 

0 個、0.01 を 3個、0.001 を 5個集めてで
きた数です。
　　　38.035 ＝ 10  　　 ×　3　…30
　　　　　　　+　1　     ×　8　…  8
　　　　　　　+　0.1     ×　0　…  0
　　　　　　　+　0.01   ×　3　…  0.3
　　　　　　　+　0.001 ×　5　…  0.005

2　整数や小数を 10倍、100倍、1000 倍す
ると、小数点は右へそれぞれ 1けた、2けた、
3けたうつります。

　　また、整数や小数を 1
10、

1
100、

1
1000  

にすると、小数点は左へそれぞれ 1けた、2
けた、3けたうつります。

⑴　9.685 を 10 倍すると、小数点が右へ 1
けたうつるので、96.85 です。
　　また、9.685 を 1000 倍すると、小数点
が右へ 3けたうつるので、9685です。

⑵　56.3 を 1
10 にすると、小数点が左へ 1け

たうつるので、5.63 です。

　　また、56.3 を 1
100 にすると、小数点が左

へ 2けたうつるので、0.563 です。

考 え 方

3　⑴　もとの数は、小数点を右へ 2けたう
つすと 6029になる数なので、60.29 です。

⑵　もとの数は、小数点を左へ 2けたうつす
と 18.02 になる数なので、1802です。

4　⑴　5個の数字を小さい順にならべると、
最も小さい小数は、0.1369 です。

⑵　5個の数字を小さい順にならべます。ただ
し、十の位の数字は 0にならないので、十
の位を 1、一の位を 0とすると、最も小さ
い小数は、10.369 です。

5　⑴　18.45gを 10倍すると、小数点は右
へ 1けたうつるので、184.5g

⑵　18.45gを 100 倍すると、小数点は右へ
2けたうつるので、1845g。1g＝ 0.001kg
なので、1845gは、1.845kg

⑴と⑵で、0の入る位がち
がうところに注意してね。

⑵はkgで答えるよ。
単位に注意しようね。

整数と小数3
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答 え

1　⑴　［式］5× 4× 3＝ 60
　　　　［答え］60cm3

　　⑵　［式］6× 6× 6＝ 216
　　　　［答え］216cm3

2　⑴　［式］30×50×120＝180000
　　　　［答え］180000cm3

　　⑵　0.18m3

3　⑴　［式］3× 4× 5＝ 60
　　　　　　 3× (6－ 4) × 2＝ 12
　　　　　　 60＋ 12＝ 72
　　　　［答え］72cm3

　　⑵　［式］5× 3× 9＝ 135
　　　5× (9－ 3－ 3)× (9－ 4)＝ 75
　　　　　　 135× 2＋ 75＝ 345
　　　　［答え］345cm3

1　⑴　たて 5cm、横 4cm、高さ 3cmの直
方体なので、体積は、
　　　5× 4× 3＝ 60（cm3）
⑵　1辺が 6cmの立方体なので、体積は、
　　　6× 6× 6＝ 216（cm3）
2　⑴　辺の長さの単位を cmにそろえると、
たては 30cm、横は 50cm、高さは 1.2m
＝ 120cmだから、体積は、
　　　30× 50× 120＝ 180000（cm3）
⑵　1000000cm3＝ 1m3なので、
　　　180000cm3＝ 0.18m3

3　⑴　下の図のように、2つの直方体あ、い
に分けて考えます。

　　　

考 え 方

4cm
(6-4)cm

5cm

3cm
6cm

2cm
あ

い

　あの体積は、
　　　3× 4× 5＝ 60（cm3）
　いの体積は、
　　　3× (6－ 4) × 2＝ 12（cm3）
　だから、求める体積は、
　　　60＋ 12＝ 72（cm3）
　【別のとき方】
　　次の図のように 部分の直方体をおぎ
なって求めることもできるよ。

　　　

　大きい直方体の体積は、
　　　3× 6× 5＝ 90（cm3）
　 部分の直方体の体積は、
　　　3× (6－ 4) × (5 － 2) ＝ 18（cm3）
　だから、求める体積は、
　　　90－ 18＝ 72（cm3）
⑵　下の図のように、3つの直方体あ、い、う
に分けると、あ、うの体積は、

　　　5× 3× 9＝ 135（cm3）
　いの体積は、
　　　5×(9－3－3)×(9－4)＝75（cm3）
　だから、求める体積は、
　　　135× 2＋ 75＝ 345（cm3）
　　　

4cm

(6-4)cm

5cm

3cm
6cm

2cm

(5-2)cm

4cm

9cm
(9-4)cm

(9-3-3)cm

9cm
5cm

3cm 3cm

あ い

う

体積（1）4
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答 え

1　⑴　［式］15× 20× 10＝ 3000
　　　　［答え］3000cm3

　　⑵　［式］10－ 1× 2＝ 8
　　　　　　 12－ 1× 2＝ 10
　　　　　　 8－ 1× 1＝ 7
　　　　　　 8× 10× 7＝ 560
　　　　［答え］560cm3

2　［式］30－ 4× 2＝ 22
　　　　 38－ 4× 2＝ 30
　　　　 22× 30× 4＝ 2640
　　［答え］2640cm3

3　［式］16－ 12＝ 4
　　　　 15× 20× 4＝ 1200
　　［答え］1200cm3

1　⑴　内のりのたてが 15cm、横が 20cm、
深さが 10cmなので、このますの容

よう
積
せき
は、

　　　15× 20× 10＝ 3000（cm3）
⑵　内のりのたて、横、深さをそれぞれ求める
と、内のりのたては、
　　　10－ 1× 2＝ 8（cm）
　内のりの横は、
　　　12－ 1× 2＝ 10（cm）
　内のりの深さは、
　　　8－ 1× 1＝ 7（cm）
　だから、この箱の容積は、
　　　8× 10× 7＝ 560（cm3）

考 え 方

12cm
10cm 10cm

8cm 7cm

8cm

2　問題の図を組み立てると、次のようになり
ます。

38cm

30cm

内のりの横

内のりの横内のりの
たて

内のりの
深さ

内のりの
たて

内のりの
深さ

　内のりのたては、
　　　30－ 4× 2＝ 22（cm）
　内のりの横は、
　　　38－ 4× 2＝ 30（cm）
　内のりの深さは、4cm
　だから、容積は、
　　　22× 30× 4＝ 2640（cm3）

3　増
ふ
えた水の深さは、

　　　16－ 12＝ 4（cm）
　石の体積は、増えた深さ分の水の体積と等し
いので、

　　　15× 20× 4＝ 1200（cm3）

体積（2）5

内のりのたてと横は、外側の長さか

ら板の厚
あつ

さ2まい分を、内のりの深さ

は、外側の長さから板の厚さ1まい分

をそれぞれひけばいいね。
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答 え

※ 1の筆算は を見てください。
1　⑴　36  　　　　⑵　169.2
　　⑶　31.16　　　⑷　1212.6
2　⑴　590　　⑵　63　　⑶　26.4
3　［式］2500× 0.7 ＝ 1750
　　［答え］1750円
4　［式］16× 28.5 ＝ 456
　　［答え］456km
5　［式］2.5 × 6.8 × 4＝ 68
　　［答え］68cm3

1　⑴　　　　　　　　⑵　

　　⑶　　　　　　　　⑷

考 え 方

×
0

0 9
3 6 0

4

.

. ×
6

4 7
2 5 2
4 4
6

1
1 9 2

3

.

.

×
28
80 3
66 5

2 4 6
63 1 1

.

.

×
27
57 0
08 6

0 4 0
01

2
21

1
2 6

1
.

.

2　⑴　 5.9 × 25× 4
　　　＝ 5.9 × (25 × 4)
　　　＝ 5.9 × 100
　　　＝ 590
⑵　 8 × 6.3 × 1.25
　＝ 8× 1.25 × 6.3
　＝ 10× 6.3
　＝ 63
⑶　 7.5 × 2.64 ＋ 2.5 × 2.64
　＝ (7.5 ＋ 2.5) × 2.64
　＝ 10× 2.64
　＝ 26.4

3　牛肉のねだんは、
　　　1kgのねだん（円）×牛肉の重さ（kg）
　で求められます。
　　1kgのねだん…2500円
　　牛肉の重さ　 …0.7kg
　したがって、0.7kgの牛肉のねだんは、
　　　2500× 0.7 ＝ 1750（円）

4　この自動車の走る道のりは、
　　　1Lのガソリンで走る道のり（km）×

ガソリンの量（L）
　で求められます。
　　1Lのガソリンで走る道のり…16km
　　ガソリンの量  　　　　  …28.5L
　したがって、28.5Lのガソリンで走ること
のできる道のりは、

　　　16× 28.5 ＝ 456（km）

5　直方体の体積＝たて×横×高さ　より、
　　　2.5 × 6.8 × 4＝ 2.5 × 4× 6.8
　  　　＝ 10× 6.8
　  　　＝ 68（cm3）

⑴と⑷は、小数点より下の位の
最後の0を「＼」で消すよ。

小数のかけ算（1）6

2.5×4が10になることを利用すると
かんたんに計算できるね。



算
　
数

8

14ページ

答 え

※ 1の筆算は を見てください。
1　⑴　2.24    ⑵　54.87
　　⑶　16.65  ⑷　18.297
2　⑴　○    ⑵　×
　　⑶　○    ⑷　△
3　［式］1.33 × 0.4 ＝ 0.532
　　［答え］0.532kg
4　［式］1.25 × 1.25 ＝ 1.5625
　　［答え］1.5625m2

5　［式］7.3 － 4.5 ＝ 2.8
　　　　 2.8 × 4.5 ＝ 12.6
　　［答え］ある数…2.8、正しい答え…12.6

1　⑴　　　　　　　　　⑵　　　　

　　⑶　　　　　　　　　⑷　

考 え 方

×
77
13
71 7

5 3 1
75 4 8

1 .
.

.

×
65
40
42 2

.

.
.

×
52
81
07 4 0

9 2 5
061 6 5

9.
.

.

×
12
70 5
72 2 4

6 0 5
78

1
1 2 9

3 .
.

.

2　⑴　かける数は 2.7 で、2.7 は 1 より大
きいので、6× 2.7 は 6より大きくなります。

⑵　かける数は 0.2 で、0.2 は 1 より小さい
ので、3.8 × 0.2 は 3.8 より小さくなります。

⑶　かける数は 6.2 で、6.2 は 1 より大きい
ので、0.43 × 6.2 は 0.43 より大きくなり
ます。

⑷　かける数は 1なので、25.3 × 1 は 25.3
と等しくなります。

3　オレンジジュースの重さは、
　　1Lのジュースの重さ（kg）×
  ジュースの量（L）
　で求められます。
　　1Lのジュースの重さ…1.33kg
　　ジュースの量　　　   …0.4L
　したがって、オレンジジュースの重さは、
　　　1.33 × 0.4 ＝ 0.532（kg）

4　正方形の面積＝ 1辺× 1辺　より、
　　　1.25 × 1.25 ＝ 1.5625（m2）

5　ある数に 4.5 をたすと 7.3 になるので、
ある数を□とすると、

　　　□＋ 4.5 ＝ 7.3
　□を求めると、
　　　7.3 － 4.5 ＝ 2.8
　だから、正しい答えは、
　　　2.8 × 4.5 ＝ 12.6

小数のかけ算（2）7

⑶は、小数点より下の位の
最後の0を「＼」で消すよ。

かける数が1より大きいか、小
さいかをみればいいんだね。
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答 え

※ 2の筆算は を見てください。
1　⑴　×    ⑵　△
　　⑶　○    ⑷　×
2　⑴　15    ⑵　240
　　⑶　18    ⑷　400
3　［式］1700÷ 3.4 ＝ 500
　　［答え］500円
4　［式］200g＝0.2kg　5÷ 0.2 ＝ 25
　　［答え］25はい
5　［式］310÷ 15.5 ＝ 20
　　［答え］20cm

1　⑴　わる数は 2.8 で、2.8 は 1 より大き
いので、32÷ 2.8 は 32より小さくなります。

⑵　わる数は 1なので、157÷ 1は 157と等
しくなります。
⑶　わる数は 0.57 で、0.57 は 1 より小さい
ので、20÷ 0.57 は 20より大きくなります。
⑷　わる数は 9.5 で、9.5 は 1より大きいので、
95÷ 9.5 は 95より小さくなります。

2　　は、あとからつけた 0を表しています。
⑴　　　　　　　　　⑵

⑶　　　　　　　　　⑷

考 え 方

6
186 0 2

4
3
3
4

8

1
0

0
0
0

5
.

52
3521 0 0

0
5
5
0

0

2
0

0
0

4
0

0

0
.

52
452 5 0

0

1

02
2 0

0
0

8
.

27
7810 2 0
4 0

0

0

0
.

3　アイスクリーム 1kgのねだんは、
　　　アイスクリームの代金（円）÷
  アイスクリームの重さ（kg）
　で求められます。
　　アイスクリームの代金…1700円
　　アイスクリームの重さ…3.4kg
　したがって、アイスクリーム 1kgのねだんは、
　　　1700÷ 3.4 ＝ 500（円）

4　つくれるかき氷は、
　　　氷の重さ（kg）÷
  1 ぱいのかき氷の重さ（kg）
　で求められます。
　　氷の重さ…5kg
　　1ぱいのかき氷の重さ
　　　…1000g＝ 1kgより、200g＝ 0.2kg
　したがって、つくれるかき氷は、
　　　5÷ 0.2 ＝ 25（はい）

5　長方形の横の長さは、
　　　長方形の面積（cm2）÷たての長さ（cm）
　で求められます。
　　長方形の面積…310cm2

　　たての長さ　…15.5cm
　したがって、横の長さは、
　　　310÷ 15.5 ＝ 20（cm）

⑵は商の一の位に、⑷は商の十の位と一の位
に0をつけるのをわすれないでね。

長方形の横の長さを□cmとして、長方形の面

積を求める式を立ててから、□にあてはまる数

を求めてもいいよ。

小数のわり算（1）８
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答 え

※ 1の筆算は を見てください。
1　⑴　6    ⑵　5.2
　　⑶　0.6    ⑷　6.5
2　4.1
3　［式］0.112 ÷ 3.2 ＝ 0.035
　　［答え］0.035kg
4　［式］116.7 ÷ 4.5 ＝ 25.93…
　　［答え］25.9km
5　［式］5.4 ÷ 1.2 ＝ 4.5
　　［答え］4.5L

1　⑴　　　　　　　　⑵　　　　

　　⑶　　　　　　　　⑷　

考 え 方

48
841 4
6

0

..
09

981 3 6

6

5

3
3
6
0

2.
...

12
253 1 0

0
0

0 6.
...

34
427 6 8

6
3
3
6

2
0

0
0

6 5.
...

2　4.06 の小数第二位を
四
し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
すると、

　　　4.0
1
6　→　4.1

3　海水 1Lにとけている塩分の重さは、
　　　とけている塩分の重さ（kg）÷
  海水の重さ（L）
　で求められます。
　　とけている塩分の重さ…0.112kg
　　海水の重さ…3.2L
　したがって、海水 1Lにとけている塩分の
重さは、

　　　0.112 ÷ 3.2 ＝ 0.035（kg）

4　1Lのガソリンで走る道のりは、
　　　走る道のり（km）÷ガソリンの量（L）
　で求められます。この商を四捨五入して、小
数第一位までの概

がい
数
すう
で求めると、

　　　116.7 ÷ 4.5 ＝ 25.93…
　したがって、1Lのガソリンで走る道のりは、
25.9kmです。

5　小さいバケツに入る水の量を□Lとする
と、小さいバケツに入る水の量（□L）の 1.2
倍が大きいバケツに入る水の量なので、

　　　□× 1.2 ＝ 5.4
　□にあてはまる数を求めると、
　　　5.4 ÷ 1.2 ＝ 4.5
　したがって、小さいバケツに入る水の量は
4.5Lです。

⑶は、一の位に商がたたないので、商の一の
位に0と小数点をつけて計算するよ。

小数のわり算（2）9

06
651 1

0 0
0
0

4

1
9
1

0 6.
...

1
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算
　
数

20ページ

答 え

1　※ 図形の向きはこのとおりでなくても
よいです。

　　　

2　㋐と㋗、㋒と㋕、㋓と㋔
3　⑴　頂点Ｆ
　　⑵　辺ＥＨ
　　⑶　辺ＦＧ…5cm、角Ｈ…90°
4　⑴　三角形ＣＤＡ
　　⑵　三角形ＣＤＥ

2　㋐～㋗の中から、同じ形の 2つの図形を
さがします。㋒と㋕のように一方をうら返す
とぴったり重なり合う2つの図形も合同です。

3　四角形いを回転させてあと同じ向きにして
考えます。

考 え 方

い い

Ｇ

Ｈ
Ｅ

Ｆ

あ

A

B C

D

135°

60° 75°
5ｃｍ

3ｃｍ

135°

60°75°

5ｃｍ

3ｃｍ

Ｇ

Ｈ
Ｅ

Ｆ

135°

60° 75°

5ｃｍ

3ｃｍ回転する

　　　　　　
Ⓐ

ⒺⒽ

Ⓓ辺

辺

対応する点どうしになる
↑↑

↑↑

4　それぞれの三角形とぴったり重なる三角形
をさがします。

⑴　下の図で、三角形ＡＢＣとぴったり重なる
のは三角形ＣＤＡです。したがって、三角形
ＡＢＣと三角形ＣＤＡは合同です。

　　　　　

⑵　下の図で、三角形ＡＢＥとぴったり重なる
のは三角形ＣＤＥです。したがって、三角形
ＡＢＥと三角形ＣＤＥは合同です。

　　　　　

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

同じ長さの辺を考えるとわかりやすいよ。

合同な図形（1）10

対応する辺を答えるときは、点を書く順番に注

意しようね。
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答 え

※ 1、 2 の図形の向きは答 えや の
とおりでなくてもよいです。
1　（ にかき方の説明があります。）
2

⑴
　

⑵
　　　　

3　⑴　○　⑵　×　⑶　×　⑷　○

150°

4cm

3cm

4cm
55° 35°

1　⑴　1つの辺の長さと、その両側の角の大
きさを使って三角形をかきます。

5cm

80°
50°

❶

❷
❸

⑵　　　　

❶

❷

❸

4cm

3.5cm

3cm

3cm

❹

❺

75°

考 え 方

2　⑴　2つの辺の長さと、その間の角の大き
さを使って三角形をかきます。

3cm
❶

❷ ❸
❹

4cm

150°

⑵　1つの辺の長さと、その両側の角の大きさ
を使って三角形をかきます。

4cm

55° 35°
❶

❷

❸

3　⑵　下の図のように、三角形ＡＢＣの形が
2つ考えられます。

4cm

2cm

2cm

25°

Ａ

Ａ

Ｂ Ｃ

⑶　下の図のように、三角形ＡＢＣの大きさが
いくつも考えられます。

　　
30°

85°65° 85°
65°

30°
30°

85°
65°

（ ）2のように、2つの辺の長さがわかってもその

間の角がわからないと、三角形は1つに決まら

ないよ。

合同な図形 (2)11
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算
　
数

24ページ

答 え

1　⑴　［式］180°－(75°＋60°)＝45°
　　　　［答え］45°
　　⑵　［式］180°－ 80°× 2＝ 20°
　　　　［答え］20°
　　⑶　［式］180°－(80°＋45°)＝55°
　　　　　　 180°－ 55°＝ 125°
　　　　［答え］125°
2　⑴　［式］180°－(50°＋50°＋65°)＝15°
　　　　［答え］15°
　　⑵　［式］180°－(80°＋25°)＝75°
　　　　　　 180°－(60°＋55°)＝65°
　　　　　　 180°－(75°＋65°)＝40°
　　　　［答え］40°

1　⑴　三角形の 3 つの角の大きさの和は
180°だから、㋐の角度は、

　　　180°－ (75°＋ 60°)＝ 45°
⑵　三角形は二等辺三角形だから、下の図で、
㋓の角度と㋔の角度は等しいですね。

㋑

　したがって、㋔の角度は 80°なので、㋑の
角度は、
　　　180°－ 80°× 2＝ 20°
⑶　下の図で、㋕の角度は、
　　　180°－ (80°＋ 45°)＝ 55°

80°

45° ㋒㋕

考 え 方

　㋒と㋕の角度の和は 180°だから㋒の角度は、
　　　180°－ 55°＝ 125°

2　⑴　下の図で、三角形ＡＢＣは二等辺三角
形だから、㋒の角度は 50°です。したがって、
㋐の角度は、

　　　180°－ (50°＋ 50°＋ 65°)＝ 15°

50°
㋒

Ａ

Ｂ Ｃ

65°

㋐

⑵　下の図で、㋓の角度は、
　　　180°－ (80°＋ 25°)＝ 75°
　また、㋔の角度は、
　　　180°－ (60°＋ 55°)＝ 65°
　したがって、㋑の角度は、
　　　180°－ (75°＋ 65°)＝ 40°

25°

55°

80°

㋑

㋔㋓

Ａ

Ｂ Ｃ
60°

3つの角が一直線上にならぶとき、3つの角の
和が180°になることを使ったよ。

図形の角（1）12
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答 え

1　⑴　［式］360°－(105°＋80°＋80°) 
� ＝ 95°
　　　　［答え］95°
　　⑵　［式］180°－ 120°＝ 60°
　　　　　　 360°－(65°＋130°＋60°) 
� ＝ 105°
　　　　［答え］105°
2　㋐…45°、㋑…135°
3　［式］180°× 3＝ 540°
　　　540°－(95°＋100°＋110°＋120°)
� ＝ 115°
　　［答え］115°
4　［式］360°－(90°＋90°＋45°)＝135°
　　　　 360°－(90°＋90°＋60°)＝120°
　　　　 180°× 3＝ 540°
　　　　 540°－(135°＋90°＋90°＋120°)
� ＝ 105°
　　［答え］105°

1　⑴　四角形の 4 つの角の大きさの和は
360°なので、㋐の角度は、
　　　360°－ (105°＋ 80°＋ 80°)＝ 95°
⑵　下の図で、㋒の角度は、
　　　180°－ 120°＝ 60°
　四角形の 4つの角の大きさの和は 360°なの
で、㋑の角度は、
　　　360°－ (65°＋ 130°＋ 60°)＝ 105°

65°
130°

120°㋒㋑

2　平行四辺形は、向かい合った 2組の角の
大きさが等しいので、㋐の角度は 45°です。

考 え 方

　したがって、㋑の角度と㋒の角度の和は、
　　　360°－ 45°× 2＝ 270°
　㋑の角度と㋒の角度は等しいので㋑の角度は、
　　　270°÷ 2＝ 135°

45°
Ａ Ｂ

Ｄ Ｃ
㋐

㋑

㋒

3　五角形は、1つの頂
ちょう
点
てん
から引いた対角線

で 3つの三角形に分けられるので、5つの
角の大きさの和は、

　　　180°× 3＝ 540°
　したがって、㋐の角度は、
　　　540°－ (95°＋ 100°＋ 110°＋ 120°)
　　＝ 115°

4　下の図で、四角形ＢＣＤＦの 4つの角の
大きさの和は 360°だから、㋑の角度は、

　　　360°－ (90°＋ 90°＋ 45°)＝ 135°
　また、四角形ＡＣＤＥの 4つの角の大きさ
の和も 360°だから、㋒の角度は、

　　　360°－ (90°＋ 90°＋ 60°)＝ 120°
　2まいの三角定

じょう
規
ぎ
が重なった部分である五

角形ＧＢＣＤＥの 5つの角の大きさの和は、
　　　180°× 3＝ 540°
　したがって、㋐の角度は、
　　　540°－ (135°＋ 90°＋ 90°＋ 120°)
　　＝ 105°

45°60°

Ｃ Ｄ

Ｂ
Ｅ

Ａ

Ｆ

Ｇ
㋐

㋒
㋑

図形の角（2）13
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算
　
数

28ページ

答 え

1　⑴　1　　⑵　24　　⑶　13個
こ

2　⑴　30、60、90
　　⑵　42、84、126
3　⑴　公約数…1、2、3、6
　　　　最大公約数…6
　　⑵　公約数…1、2、4
　　　　最大公約数…4
4　288個
5　16人

1　⑴　1から 25までの整数について、小さ
いほうの数から順に偶

ぐう
数
すう
か奇

き
数
すう
かを調べてい

くと、
　　　 1  、2  、3  、4  、5  、…

  （ は偶数、 は奇数）

　となるので、いちばん小さい奇数は 1だと
わかります。
⑵　1から 25までの整数について、大きいほ
うの数から順に偶数か奇数かを調べていくと、 
　　25 、24 、23 、22 、21 、…

  （ は偶数、 は奇数）

　となるので、いちばん大きい偶数は 24だと
わかります。
⑶　奇数は一の位の数字が 1、3、5、7、9の
数なので、1 から 10 までの数のうち、奇
数は 1、3、5、7、9 の 5 個です。11 から
20 までにも 5個あり、21 から 25 までに
は 3個あるので、奇数は全部で、
　　　5＋ 5＋ 3＝ 13（個）

2　⑴　15の倍数の中から6の倍数をさがすと、
　　　15、30 、45、60 、75、90 、…
　だから、最小公倍数は 30です。
　　6と 15 の公倍数は、6と 15 の最小公倍
数の倍数なので、小さいほうから順に 30、
60、90です。

考 え 方

⑵　7の倍数の中から 3の倍数をさがすと、
　　　7、14、21 、28、35、42 、…
　このうち、2の倍数は 42なので、2と 3と
7の最小公倍数は 42です。

　　2と 3 と 7 の公倍数は、2と 3と 7 の最
小公倍数の倍数なので、小さいほうから順に
42、84、126です。

3　⑴　12 の約数の中から 18 の約数をさが
すと、

　　　1  、2  、3  、4 、6  、12
　だから、公約数は 1、2、3、6
　また、最大公約数は 6
⑵　16の約数の中から 24の約数をさがすと、
　　　 1  、2  、4  、8  、16
　このうち、36の約数は 1、2、4
　だから、公約数は 1、2、4
　また、最大公約数は 4

4　6個ずつにわけても、8個ずつにわけても、
あまりがでないような数は、6と 8の公倍
数です。ここでは、6と 8の公倍数のうち、
300以下で最も大きい数を求めます。

　　8の倍数の中から 6の倍数をさがすと、
　　　8、16、24 、32、40、48 、…
　だから、最小公倍数は 24です。6と 8の公
倍数は、6と 8の最小公倍数の倍数なので、

　　　24、48、…、264、288、312、…
　したがって、6と 8 の公倍数のうち、300
以下で最も大きい数は 288 だから、作るた
こ焼きの数は 288個です。

5　トマトとキュウリをあまりがでないように
分けられるのは、人の数が 32と 48の公約
数のときです。ここでは、できるだけ多くの
人に分けるので 32と 48の最大公約数を求
めます。

　　32の約数の中から 48の約数をさがすと、
　　　 1  、2  、4  、8  、16 、32
　したがって、最大公約数は 16なので、分け
られる人数は 16人です。

整数の性質14



算
　
数
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30ページ

答 え

1　⑴　［式］(13＋20＋19＋16)÷4＝17
　　　　［答え］17個

こ

　　⑵　［式］(45＋38＋43＋35＋42＋40)
� ÷6＝40.5
　　　　［答え］40.5kg
　　⑶　［式］(12.8＋10.3＋15.5＋9.7＋13.2)
� ÷5＝12.3
　　　　［答え］12.3L
2　［式］(12＋0＋9＋5＋14)÷5＝8
　　［答え］8さつ
3　［式］400× 30＝ 12000
　　［答え］12000mL
4　⑴　［式］8.5 ÷ 10＝ 0.85
　　　　［答え］0.85m
　　⑵　［式］0.85 × 316＝ 268.6
　　　　［答え］268.6m
5　［式］87× 5＝ 435
　　435－（81＋75＋94＋100）＝85
　　［答え］85点

1　⑴　平均＝個数の合計÷個数の式で求めら
れるので、
　　　(13＋ 20＋ 19＋ 16) ÷ 4＝ 17（個）
⑵　平均＝重さの合計÷個数の式で求められる
ので、
　　　(45＋38＋43＋35＋42＋40)÷6
  ＝ 40.5（kg）
⑶　平均＝量の合計÷個数の式で求められるの
で、
　　(12.8＋10.3＋15.5＋9.7＋13.2)÷5
  ＝ 12.3（L）

考 え 方

2　月曜日から金曜日までの 5日間の平均を
求めるので、貸

か
し出されたさっ数が 0さつ

であった火曜日も日数に入れることに注意し
ます。だから、貸し出されたさっ数の平均は、

　　　(12＋0＋9＋5＋14)÷5＝8（さつ）

3　30日間で飲む量
＝ 1日に飲む平均の量×日数

　なので、30日間で飲む量は、
　　　400× 30＝ 12000（mL）

4　⑴　10 歩で 8.5m歩いたので、1歩の歩
はばの平均は、

　　　8.5 ÷ 10＝ 0.85（m）
⑵　⑴の結果から、まゆこさんの 1歩の歩は
ばを 0.85mと考えると、家から公園までの
道のりは、

　　　0.85 × 316＝ 268.6（m）

5　5回のテストの平均が 87点だから、5回
のテストの合計点は、5回とも 87点だった
ときの合計点と同じと考えられます。

　だから、5回のテストの合計点は、
　　　87× 5＝ 435（点）
　したがって、3回目のテストの点数は、
　　　435－（81＋ 75＋ 94＋ 100）
  ＝ 85（点）

合計＝平均×個数

の関係を使って求めればいいね。

平均がわかっているから、5回の

テストの合計点がわかるんだね。

平
へ い

均
き ん

15
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算
　
数
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答 え

1　［式］㋐…240÷ 12＝ 20
　　　　 ㋑…216÷ 12＝ 18
　　　　 ㋒…240÷ 8＝ 30
　　［答え］㋑
2　⑴　［式］Ａ市…150000 ÷ 82.4
� ＝ 1820.3…
　　　　　　 Ｂ市…120000 ÷ 81.6
� ＝ 1470

1
.5…

　　　　［答え］Ａ市…1820人、
　　　　　　　 Ｂ市…1471人
　　⑵　Ａ市
3　⑴　［式］30× 25＝ 750
　　　　［答え］750円
　　⑵　［式］1500÷ 30＝ 50
　　　　［答え］50本
4　⑴　［式］700÷ 14＝ 50
　　　　［答え］分速 50m
　　⑵　［式］2分 20秒＝ 140秒
　　　　　　 2× 140＝ 280
　　　　　　 280cm＝ 2.8m
　　　　［答え］2.8m
　　⑶　［式］100÷ 40＝ 2.5　
　　　　　　 2.5 時間＝ 2時間 30分
　　　　［答え］2時間 30分

1　1個
こ
あたりのねだん（円）

  ＝ねだん（円）÷個数（個）
　だから、それぞれ計算すると、
　　　㋐　240÷ 12＝ 20
　　　㋑　216÷ 12＝ 18
　　　㋒　240÷ 8＝ 30
　したがって、1個あたりのねだんが一番安い
のは㋑です。

考 え 方

2　⑴　人
じん
口
こう
密
みつ
度
ど
＝人口（人）÷面積（km2）

　だから、
　　Ａ市　150000 ÷ 82.4 ＝ 1820.3…（人）
　　Ｂ市　120000 ÷ 81.6 ＝ 1470

1
.5…（人）

⑵　人口密度は、1km2あたりの人口を表して
いるので、人口密度が高いＡ市のほうが、面
積のわりに人口が多いといえます。

3　⑴　キュウリ 1本あたりの代金が 30円だ
から、⑴、⑵を図に表すと、それぞれ下のよ
うになります。

⑴ 0

0 1

30

25

（円）

（個）

？

　したがって、30× 25＝ 750（円）
⑵ 0 30

0 1

1500
（円）

（個）
？

　したがって、1500÷ 30=50（本）

4　⑴　14分で 700m進むので、1分間では
700÷ 14＝ 50（m）進みます。

⑵　1秒間で 2cm進むので、
　2分 20秒間（140秒間）では
　2 × 140 ＝ 280（cm）進みます。また、
280cm＝ 2.8mです。

⑶　1時間で 40km進むので、100km進むの
にかかる時間は 100÷ 40＝ 2.5（時間）

　1時間＝ 60分より、0.5 時間＝ 30分だから、
　2時間 30分かかります。

単位量あたり／速さ16
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答 え

1　⑴　

　　⑵　でんぷん
　　⑶　子

し
葉
よう

　　⑷　ア
　　⑸　ウ
2　⑴　①と②
　　⑵　③と④
　　⑶　エ
　　⑷　ア

1　⑴～⑶インゲンマメの種
しゅ
子
し
の中には子葉と

根・くき・葉になる部分があります。子葉の
中にはでんぷんがふくまれています。

⑷　芽や根が出てしばらくすると、インゲンマ
メは次の図のようになります。

　�　図の①の部分は子葉です。子葉にふくまれ
るでんぷんは、種子が発芽したり、発芽した
インゲンマメがしばらく成長したりするのに
使われるため、なくなっていきます。

根･くき･葉に
　　なる部分

子葉

①

⑸　アはイネ、イはトウモロコシの芽のようす
です。

2　①～④の実験の条
じょう
件
けん
は次の表のようにま

とめられます。

実験
条件 発芽するか

どうか水 温度 日光
① × ○ ○ ×
② ○ ○ ○ ○
③ ○ ○ × ○
④ ○ × × ×

⑴　水が必要かどうかを調べるので、水がある
かないかだけ条件がちがう①と②を比べます。

⑵　適
てき
当
とう
な温度が必要かどうかを調べるので、

温度だけ条件がちがう③と④を比べます。
⑶　③が発芽しているので、日光は発芽に必要
ないことがわかります。

⑷　⑶より日光は必要でないということがわか
ります。②と③は土や肥

ひ
料
りょう
を使っていなく

ても発芽するので、土や肥料が必要でないと
いうこともわかります。①～④すべての種子
が空気にふれているので、この実験からは空
気が必要かどうかはわかりません。空気が必
要かどうかを調べるためには、次の図のよう
なものを用意し、②と比べます。

だっしめん

インゲンマメの種子

水

考 え 方

植物の発
は つ

芽
が

1
34ページ

この種子は発芽しないよ。②の種子は発芽す

るから、種子の発芽に空気が必要であることが

わかるね。
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理
　
科

答 え

1　⑴　②と③
　　⑵　③
　　⑶　�②の土に肥

ひ
料
りょう
がふくまれている

と、②と③を比べても、成長に肥
料が必要かどうかはわからないた
め。

　　⑷　ア・イ・ウ・エ
2　⑴　ウ　　⑵　ア
　　⑶　�日光

1　①～③の実験の条
じょう
件
けん
は次の表のようにま

とめられます。

実験
条件

水 肥料 日光
① × × ○
② ○ × ○
③ ○ ○ ○

⑴　肥料が必要かどうかを調べるので、肥料が
あるかないかだけ条件がちがう②と③を比べ
ます。
⑵　インゲンマメは、水・肥料・日光のうち、
どれか 1つでも不足すると、あまり成長し
ません。すべての条件がふくまれている③が
最もよく成長します。

⑶　畑などにある土には肥料がふくまれていま
す。インゲンマメの成長と肥料の関係を調べ
るときに、はじめから土の中に肥料がふくま
れていては、正しい結果が得られません。

⑷　日光・バーミキュライト・適
てき
当
とう
な温度・空

気については、①～③のすべてが同じ条件で
あるため、成長に必要かどうかを調べること
ができません。

2　⑴　なえに日光を当てないまま育て続ける
と、葉の数やくきの太さはほとんどかわらず、
緑色がうすくなっていき、やがてかれてしま
います。

　　日光に当てないで植物を育てるとひょろっ
としてしまうことを利用している食べ物とし
て、カイワレダイコンやモヤシがあります。
カイワレダイコンやモヤシはよく成長すると
かたくなってしまいますが、日光が当たらな
い所で育てることによって、やわらかくて食
べやすくなります。

⑵　日光を当てて育てたなえは、よく成長し、
がっしりとします。

⑶　よく成長する①とやがてかれてしまう②の
ちがいは、日光があるかないかのみなので、
よく成長するためには日光が必要だとわかり
ます。

　　インゲンマメの種
しゅ
子
し
が発芽するためには、

水・空気・適当な温度が必要です。インゲン
マメがよく成長するためには、発芽に必要な
水・空気・適当な温度に加えて、肥料と日光
が必要です。

液体肥料
水

日光

肥料

考 え 方

植物の成長2
36ページ

水だけをあたえた②はあまり育たず、何もあ

たえなかった①はかれてしまうよ。

土が肥料をふくんでいると、正しく比べられな

いね。
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答 え

1　⑴　① 当たらない
　　　　② くみ置きの水
　　　　③ 半分くらい
　　　　④ 食べ残しが出ないくらい
　　⑵　図 2
　　⑶　ア…せびれ
　　　　イ…しりびれ
　　⑷　受

じゅ
精
せい

　　⑸　エ→イ→ウ→ア
　　⑹　�はらにたくわえられている養分を

使うため。
2　⑴　×
　　⑵　イ

1　⑴　① 日光の直接当たらない場所に置く
のは、日光によって水の温度が上がることを
防
ふせ
ぐためです。また、明るい場所に置かない
と水草が育たなくなってしまいます。
　　② 水道水には消

しょう
毒
どく
の薬が入っているため、

くんでから 1～ 2日ぐらい置いて、その薬
をぬきます。また、置いておくことで、水の
温度が空気の温度と同じくらいになります。
　　③ 水

すい
槽
そう
の水を一度にすべてかえると、水

すい

質
しつ
が大きくかわってしまいます。水質が大き
くかわるとメダカの体調にえいきょうするこ
とがあります。
　　④ 食べきれないほどのえさをあたえると、
水の中にえさが残り、水がよごれてしまいま
す。
⑵・⑶　メダカのからだの部分の名前は、次の
図のようになっています。

せびれ

しりびれはらびれ

むなびれ目
口

えら おびれ

　　めすのせびれには切れこみがありません。
また、しりびれのうしろが短く、三角形に近
い形をしています。一方、おすのせびれには
切れこみがあります。また、しりびれのうし
ろが長く、平行四辺形に近い形をしています。

⑷　めすがたまごを産むとき、おすは精
せい
子
し
をふ

くんだ白い液
えき
を出します。たまごは受精しな

いと成長しないので、たまごを産むときは、
おすも必要です。受精したたまごを受

じゅ
精
せい
卵
らん
と

いいます。
⑸　メダカのたまごの中は、だんだんと魚の
形になっていきます。たまごの中のあわが 1
か所にかたまってきたあと、目などができて、
からだの形がはっきりしてきます。さかんに
動くようになって、受精から 10～ 12日く
らいでメダカがたまごから出てきます。

⑹　かえったばかりのメダカのはらには養分が
たくわえられており、メダカはこの養分を
使って成長します。この養分は 2～ 3日ぐ
らいでなくなり、その後はえさを食べて成長
するようになります。

2　⑴　日本の天気は、雲が動くことで西から
東へと移っていきます。4月 2日の正午に
日本をおおっていた雲が 3日の正午には日
本の東の海の上へ移

うつ
っていったため、東京で

は雨はふっていなかったと考えられます。
⑵　日本の天気は西から東へ移っていくため、
西に雲がない場合、つまり夕焼けが見える場
合は、次の日は晴れると考えられます。

養分が
たくわえられている

考 え 方

魚の育ち方／雲と天気の変化3
38ページ

自然を観察して、天気を予想

することもできるんだね。
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答 え

1　⑴　イ
　　⑵　① 太平洋　　② ユーラシア
　　⑶　エ
2　① ×　　② ○　　③ ○
3　⑴　Ａ
　　⑵　エ

1　⑴　問題の地図には、アフリカ大陸や南ア
メリカ大陸を通る赤道が引いてあります。赤
道は、北極と南極の中間を通る線で、赤道よ
り北が北半球、南が南半球となります。

　　国旗は、アがアメリカ合
がっ
衆
しゅう
国
こく
（アメリカ）、

イがオーストラリア、ウが中
ちゅう
華
か
人
じん
民
みん
共
きょう
和
わ
国
こく

（中国）、エがロシア連
れん
邦
ぽう
（ロシア）です。こ

のうち、オーストラリアのみ南半球に位置し
ています。
⑵　地球の海のうち、とくに広い三大洋は、太

たい

平
へい
洋
よう
・大
たい
西
せい
洋
よう
・インド洋です。また、地球の

陸地のうち、とくに広い六大陸は、ユーラシ
ア大陸・アフリカ大陸・南アメリカ大陸・北
アメリカ大陸・南

なん
極
きょく
大陸・オーストラリア

大陸です。
　　日本は、太平洋の西のはし、ユーラシア大
陸の東に連なる島々から成る国です。
⑶　日本のまわりには、ロシア・中国・朝

ちょう
鮮
せん

民
みん
主
しゅ
主
しゅ
義
ぎ
人
じん
民
みん
共
きょう
和
わ
国
こく
（北朝鮮）・大

だい
韓
かん
民
みん
国
こく
（韓

国）などがあります。日本の北のはしの島で
ある択

え
捉
とろふ
島
とう
はロシアに占

せん
領
りょう
されています。

ロシアに占領されている択捉島・国
くな
後
しり
島
とう
・色
しこ

丹
たん
島
とう
・歯
はぼ
舞
まい
群
ぐん
島
とう
をまとめて北方領土といいま

す。

2　① まちがっている文です。北
きた
上
かみ
川
がわ
は、本

ほん

州
しゅう
の東
とう
北
ほく
地方を流れています。

　　② 正しい文です。日本の平地は、大きな
川の河

か
口
こう
付近に集中しています。これは、大

雨のたびに川によって山地から運ばれてきた
土
ど
砂
しゃ
や石が長い間に積み重なって平野がつく

られたからです。一方、内陸部はほとんどが
山地です。

　　③ 正しい文です。問題の地図には、山地
を示
しめ
す色が多くなっています。実

じっ
際
さい
に、日本

の陸地の約 4分の 3が山地や丘
きゅう
陵
りょう
地
ち
であ

り、山がちな国土であるといえます。

3　⑴　Ａは太平洋側に位置する東京の雨温図、
Ｂは日

に
本
ほん
海
かい
側
がわ
に位置する新

にい
潟
がた
県十
とお
日
か
町
まち
市の雨

温図です。
　　本

ほん
州
しゅう
の日本海側の気候は、Ｂのように冬

の降
こう
水
すい
量
りょう
が多いことが特

とく
徴
ちょう
です。一方、太

平洋側の気候は、Ａのように、夏から秋にか
けて降水量が多くなります。この気候のちが
いの理由の 1つは、夏と冬にふく季節風です。
冬は日本海側から季節風がふき、日本海の海
上でできた雪雲が日本海側に多くの雪を降ら
せます。夏は太平洋側から季節風がふき、太
平洋側で比

ひ
較
かく
的
てき
雨が多くなります。

⑵　強い風と雨をともなう台風が、毎年、夏か
ら秋にかけて日本列島を通

つう
過
か
します。台風の

えいきょうを強く受ける本州の太平洋側から
九州にかけて、その時期の降水量が多くなり
ます。とくに、沖縄県には台風が多く通過し
ます。一方、北海道は台風のえいきょうを受
けにくい地

ち
域
いき
です。

考 え 方

日本の国土と世界1
40ページ

日本は、沖縄県の尖
せん

閣
かく

諸
しょ

島
とう

をめ

ぐって中国と、島
しま

根
ね

県の竹
たけ

島
しま

を

めぐって韓国と対立しているよ。

島の名前 都道府県

東のはし 南
みなみ
鳥
とり
島
しま

東
とう
京
きょう
都

西のはし 与
よ
那
な
国
ぐに
島
じま

沖
おき
縄
なわ
県

南のはし 沖
おき
ノ
の
鳥
とり
島
しま

東京都

北のはし 択捉島 北
ほっ
海
かい
道
どう

日本の東西南北のはし



社
　
会

22

答 え

1　⑴　東
とう
北
ほく
地方　　⑵　ア

　　⑶　ウ
　　⑷　① 小さく　　② 安い
2　⑴　ア
　　⑵　総

そう
数
すう
の変化

　　例）減
へ
っている。

　　　　年
ねん
齢
れい
別
べつ
の割
わり
合
あい
の変化

　　例 1）�60 才以上の人の割合が増
ふ
えて

いる。
　　例 2）わかい人の割合が減っている。
　　⑶　例）�調べた年が2011年と 2024

年でちがうから。

1　⑴　◎のついた 6県をまとめて東北地方
といいます。下の地図を見ると、米作りがさ
かんな地

ち
域
いき
は、東北地方とその周辺にかた

まっていることがわかります。

都道府県別の米の生産量

⑵　アは冬の北西の季節風、イは夏の南東の季
節風です。冬に降

ふ
った雪は、雪

ゆき
解
ど
け水
みず
として

1年の米作りを支
ささ
えます。

⑶　アは田植え、イは稲
いね
かり、ウは田おこしで

す。春に田おこしと代
しろ
かきをしたあとで、田

植えをします。

50万 t以上
25～50万 t未満
10～25万 t未満
1～10万 t未満
1万 t未満

トン

北海道
ほっかいどう

栃木県
とち ぎ

茨城県
いばらき

青森県青森県青森県
あおもりあおもりあおもり

福島県福島県福島県
ふくしまふくしまふくしま

千葉県千葉県千葉県
　ち　ば　ち　ば　ち　ば

秋田県秋田県秋田県
あき たあき たあき た

山形県山形県山形県
やまがたやまがたやまがた

新潟県新潟県新潟県
にいがたにいがたにいがた

岩手県岩手県岩手県
いわ ていわ ていわ て

宮城県宮城県宮城県
みや ぎみや ぎみや ぎ

2024年　農林水産省

⑷　農業の機械には、高
こう
価
か
だけれど、一時的に

しか使わないものがあります。同じ地域の農
家が共同で買えば、1戸あたりの出費は少な
くてすみ、その分、米を安く消費者にとどけ
られます。

2　⑴　生産量は、その年の天候などにより、
大きく増えたり減ったりするので、生産量を
示
しめ
すアのグラフは、大きく上下しています。

一方で、消費量は、多少の変化はあるものの、
イのグラフのように少しずつ減り続けていま
す。

　　日本では、だんだんと和食を食べることが
減ってきたため、米の消費量もだんだんと減
りました。それに合わせて生産量も調整され、
減る傾

けい
向
こう
が続きました。

⑵　働いている人の総数が減っていること、と
くに、15 ～ 59 才の働きざかりのわかい人
が減っていることが読み取れます。農業のほ
か、漁業や林業でも同じような問題が見られ、
後
あと
継
つ
ぎの不足が心配されています。

⑶　それぞれの表の右下をよく見ましょう。
「2011 年　農林水産省」、「2024 年　農林
水産省」とあり、調べた年がちがうことがわ
かります。そのため、第 1位の都道府県が
北
ほっ
海
かい
道
どう
、新
にい
潟
がた
県でちがっているのです。

　　統
とう
計
けい
の資

し
料
りょう
を読み取るときには、必要に

応じて「だれが・いつ・どこで・何を・どの
ように」調べたものなのかに気をつけましょ
う。

考 え 方

米作りがさかんな地
ち

域
いき

2

同じ地域の農家の助け合いとして、ドロー

ンで農薬をまくなど、特別な技
ぎ

術
じゅつ

をもつ人

が、地域全体のためにその作業を行うこと

があるよ。

42ページ

米の生産量第1位の都道

府県は、年によって変わ

ることがある、と覚える

必要があるね。
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答 え

1　⑴　遠洋漁業
　　⑵　暖

だん
流
りゅう
　黒
くろ
潮
しお
（日本海流）

　　　　寒流　親
おや
潮
しお
（千

ち
島
しま
海流）

2　⑴　ウ
　　⑵　記号　ウ
　　　　言葉　すずしい
3　記号　ウ
　　言葉　減

へ
っている

1　⑴　グラフ中で、1970年代に大きく生産
量を減らしている遠洋漁業があてはまります。

　　遠洋漁業は、とった魚をその場で冷とうし
て保

ほ
存
ぞん
します。かつては、南太

たい
平
へい
洋
よう
やインド

洋でのかつお・まぐろ漁や、北太平洋でのさ
け・ます漁がさかんでしたが、今ではおとろ
えてしまいました。
⑵　岩

いわ
手
て
県や宮

みや
城
ぎ
県の沖

おき
合
あい
を三
さん
陸
りく
沖
おき
といい、黒

潮と親潮がぶつかっています。その潮目には
プランクトンとそれを追う魚が集まり、よい
漁場となっています。
　　そのほか、大陸の周りに広がる大

たい
陸
りく
棚
だな
も、

プランクトンが多く、海そうもよく育つので、
よい漁場になります。

2　⑴　ア　日本一の面積をもつ北
ほっ
海
かい
道
どう
の農業

の説明です。北海道では、農業のほか、畜
ちく
産
さん

業
ぎょう
、漁業もたいへんさかんです。

陸地
海底

大陸棚

　　イ　内陸にある長
なが
野
の
県の農業の説明です。

夏にはすずしい地
ち
域
いき
が、冬にはあたたかい地

域が、レタスの産地の中心となります。

　　ウ　人口が多い関
かん
東
とう
地方にある千

ち
葉
ば
県の農

業の説明です。千葉県は、日本でも有数の農
業がさかんな県です。

⑵　ウがまちがいで、乳
にゅう
牛
ぎゅう
は、九

きゅう
州
しゅう
地方の

ような比
ひ
較
かく
的
てき
あたたかい地域よりすずしい地

域で多く飼
し
育
いく
されています。

　　乳牛や肉牛の飼育は、広い土地のある北海
道や九州地方、消

しょう
費
ひ
地
ち
に近い関東地方でさ

かんです。

3　ア　稚
ち
魚
ぎょ
を放流し、大きくなってからとる

漁業のことを栽
さい
培
ばい
漁
ぎょ
業
ぎょう
といいます。いけす

で最後まで育てるのは養しょく業です。
　　イ　魚などを冷やしてお店まで運ぶしくみ
をコールドチェーンといいます。

　　ウ　まちがっている文です。機械化によっ
て、農作業にかかる時間は大きく減りました。

1～3月

4～6月

7～9月

10～12月 54.2%
10.6% 8.7%

26.4%茨城県

26.3%茨城県

82.7%長野県

36.5%長野県
なが の

29.2%30.7%
茨城県 静岡県
いばらき

25.8%
11.3%

15.5%群馬県 1.7%その他

その他群馬県
ぐん ま

香川県11.7％
かしずおか がわ

静岡県 長野県
その他

28.3%その他

0% 50% 100%

2025年　東京都中央卸売市場

東
とう
京
きょう
に出
しゅっ
荷
か
されるレタスの県別割

わり
合
あい考 え 方

さまざまな食料生産3

乳牛と肉牛の飼育頭数を表した2枚の地図

を1枚ずつていねいに読み取って、比べてい

こう。

44ページ
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ト

答 え

※ 1の筆算は「考え方」を見てください。
1　⑴　27.608　⑵　0.084　⑶　3.6
　　⑷　0.71 ⑸　78.3
2　⑴　角 E ⑵　5cm
3　20.48
4　⑴　336cm3 ⑵　343cm3

5　⑴　［式］8.5 × 0.64 ＝ 5.44
　　　　［答え］5.44m
　　⑵　［式］27 ÷ 3.8 ＝ 7 あまり 0.4
　　　　［答え］ 7 ふくろできて 0.4kg あ

まる
　　⑶　［式］20.48 ÷ 1.6 ＝ 12.8
　　　　　　 12.8 ÷ 1.6 ＝ 8
　　　　［答え］8

1　⑴　 ⑵　

⑶　

⑷　上から 2 けたの概
がい

数
すう

にするときは、上か
ら 3 けた目を四

し
捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

します。一の位の 0
はけた数に数えないことに注意しましょう。

⑸　計算のきまり
　□×△＋○×△＝ ( □＋○ ) ×△を使って、

くふうして計算します。
　　　5.8 × 7.83 ＋ 4.2 × 7.83
　　＝ (5.8 ＋ 4.2) × 7.83
　　＝ 10 × 7.83
　　＝ 78.3

考 え 方
4.9 3
5.6

2 7.6 0 8

2 9 5 8
2 4 6 5

×
0.2 4
0.3 5

0.0 8 4 0

1 2 0
7 2

×

3.6

1 6 2
1 6 2

0

9.7.2
8 1

2.7

※■は、あとからつけた 0 を
　表しています。

0.7 0 6

6 0
0 省略

しょうりゃく

6 0 0
5 5 2
4 8

6.5 0 0 0
6 4 4

9.2
0.7 0 6

6 0 0
5 5 2
4 8

6.5 0 0 0
6 4 4

9.2

1 1
上から 3けた目を
四捨五入

2　あといの四角形の向きをそろえて考えます。

⑴　あといを重ねたとき、角 C とぴったりと
重なるのは、角 E です。

⑵　辺 HG に対
たい

応
おう

する辺は辺 BA で、辺 BA の
長さは 5cm です。合同な図形では、対応す
る辺の長さは等しいので、辺 HG の長さも
5cm です。
3　まず、いちばん小さい数を考えます。十の

位に 0 は入らないので、十の位は 2 で、残
りの 0、4、5、8、9 のうち小さいほうから
3 つを選んで小さい順にならべると、いちば
ん小さい数は 20.45 となります。2 番目に
小さい数は、小数第二位を、5 の次に小さい
8 にして、20.48 となります。
4　⑴　たてが 7cm、横が 8cm、高さが 6cm 

の直方体なので、体積は、  
7 × 8 × 6 ＝ 336（cm3）

⑵　1 辺の長さが 7cm の立方体なので、体積
は、7 × 7 × 7 ＝ 343（cm3）
5　⑴　青のテープの長さは、赤

のテープの長さの 0.64 倍なの
で、8.5 × 0.64 ＝ 5.44（m）

⑵　小
こ

麦
むぎ

粉
こ

全体の重さを、1 ふく
ろの小麦粉の重さでわって求め
ます。ふくろの数は整数なので、
商は整数で求めます。あまりの
小数点は、わられる数のもとの
小数点にそろえて打ちます。

　　　27 ÷ 3.8 ＝ 7 あまり 0.4
⑶　ある数を□とすると、
　　　□× 1.6 ＝ 20.48
　だから、
　　　□＝ 20.48 ÷ 1.6 ＝ 12.8
　です。正しい答えは、12.8 を
　1.6 でわって、
　　　12.8 ÷ 1.6 ＝ 8
　です。

65°

A
D

CB

あ

80°

5cm

6cm

4cm

65°

G
F

EH

い 4cm

8.5
0.6 4×
3 4 0

5 1 0
5.4 4 0

7

0.4

2 7.0
2 6 6

3.8

1 2.8

4 4
3 2
1 2 8
1 2 8

0

2 0.4.8
1 6

1.6

8

0

1 2.8
1 2 8

1.6

テスト夏休み算数
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テ
ス
ト

テスト夏休み理科

答 え

1　⑴　でんぷん　　⑵　ヨウ素
そ
液
えき

　　⑶　青むらさき色　　⑷　イ
2　イとエ
3　⑴　②と③
　　⑵�　（例）肥

ひ
料
りょう
以外の条

じょう
件
けん
を同じに

して、肥料によるえいきょうだけを
調べるため。

　　　�　（例）土にふくまれる肥料のえい
きょうで実験にちがいが出ないよう
にするため。

　　　�※「肥料があるかないかだけのちが
いを調べる」という目的が書けている、
もしくは「土にもともとふくまれる肥
料のえいきょうが出ないようにする」
という内

ない
容
よう
が書けていれば正

せい
解
かい
。

4　⑴　① ア　　② キ　　③ ウ
　　　　④ カ　　⑤ イ
　　⑵　イ、エ
5　⑴　かいぼうけんび鏡
　　⑵　① ア　　② エ　　③ イ
6　ア

1　⑴　インゲンマメの種
しゅ
子
し
には、発

はつ
芽
が
や成長

のための養分として、でんぷんが多くふくま
れています。
⑵⑶　ヨウ素液には、でんぷんを青むらさき色
に変える性

せい
質
しつ
があります。

⑷　インゲンマメの子
し
葉
よう
にふくまれているでん

ぷんは、発芽や成長で使われるため、発芽後
の子葉はだんだんしぼんで小さくなります。
2　種子が発芽するのに、日光や肥料は必要あ
りません。なぜなら、種子の中には発芽に必
要な養分である「でんぷん」がたくわえられ
ているからです。発芽に必要なのは、水・空
気・適

てき
当
とう
な温度の 3つだけです。

3　条件を変えて実験を行い、その結果を考え
る問題では、表にして整理すると問題を理

り
解
かい

しやすくなります。

考 え 方

光 水 肥料
① 〇 〇 ×
② 〇 〇 〇
③ × 〇 〇

　植物の成長に日光が必要か調べる
　→②と③を比べる。
　植物の成長に肥料が必要か調べる
　→①と②を比べる
　ある条件が、成長に必要かどうかを明らかに
するためには、調べたい条件以外はすべて同
じにして実験する必要があります。このよう
な実験では肥料が入っていない土を使います。
4　⑴　せびれに切れこみがあり、しりびれが
平行四辺形の形をしているのがおすです。せ
びれに切れこみがなく、しりびれが三角形に
近い形をしているのがめすです。

　たまごが育つには、めすが産んだたまごと、
おすの精

せい
子
し
が結びつく必要があります。たま

ごと精子が結びつくことを受
じゅ
精
せい
といい、受精

したたまごのことを受
じゅ
精
せい
卵
らん
といいます。

⑵　ア：メダカを飼
か
うための水そうは、日光が

直
ちょく
接
せつ
あたらない、明るいところに置きます。

　→よってアは×
　イ：メダカは、水そうに入れた水草にたまご
を産みます。水草の根を固定するために、小
石やすなが必要です。→よってイは〇

　ウ：えさは、食べ残しが出ないくらいの量を
毎日あたえます。→よってウは×

　エ：水がよごれたら、水そうの 1/2~1/3 の
水とくみ置きの水を入れかえます。

　→よってエは〇
5　かいぼうけんび鏡は、10 倍 ~20 倍にか
く大して観察することができます。
6　日本では、雲が西から東に動くことが多い
ので、天気も西から東に移

うつ
り変わります。ま

た、黒い雲は雨をふらせることが多い雲（積
せき

乱
らん
雲
うん
や乱
らん
層
そう
雲
うん
）です。よって、西の空に黒い

雲が見えてきた場合、そのあとの天気は雨が
ふる可

か
能
のう
性
せい
が高くなります。

めす
せびれ

しりびれ

せびれ

しりびれ

おす
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ス
ト

答 え

1　⑴　① 国名　エ　特ちょう　C
　　　　② 国名　ウ　特ちょう　Ｄ
　　　　③ 国名　ア　特ちょう　Ａ
　　　　④ 国名　イ　特ちょう　Ｂ
　　⑵　ア　　⑶　イ
2　⑴　遠洋漁業　⑵　イ
3　⑴　① 川　イ　海洋　日本海　② ウ
　　⑵　エ
4 �　（例）暑さに弱いレタスを夏でも気温
の上がりにくい気候をいかして、栽

さい
培
ばい
し

ているから。
《採
さい
点
てん
の仕方》

レタスはすずしい気候での栽培に向いてい
る野菜です。長野県は夏でも気温が低い�
地いきであるという内

ない
容
よう
が書けていれば

10 点です。解
かい
答
とう
に「夏」「気温」を用い

ていない場合は、それぞれ 4点の減
げん
点
てん
です。

1　⑴　世界で一番面積が広い国はロシア連
れん

邦
ぽう
（①）です。中

ちゅう
華
か
人
じん
民
みん
共
きょう
和
わ
国
こく
（②）はイ

ンドに次いで人口の多い国です。アメリカ
合
がっ
衆
しゅう
国
こく
（③）は、東海岸は大西洋に、西海

岸は太平洋に面しています。オーストラリ
ア（④）はオーストラリア大陸に属

ぞく
していて、

この大陸には１つの国しかありません。
⑵　アがオーストラリア、イはイギリス、ウは
アメリカ合衆国の国旗です。オーストラリア
はかつてイギリスの植民地でした。オースト
ラリアは今でもイギリス連邦の一員であるこ
とから、そのえいきょうが国旗にも表れてい
ます。
⑶　赤道に最も近い島ということで、一番南の
島を考えます。日本の最南端の島は沖

おき
ノ
の
鳥
とり
島
しま

です。南鳥島は一番東にある島です。
2　⑴、⑵　遠洋漁業は燃

ねん
料
りょう
代
だい
が高くなった

り、国
こく
際
さい
的
てき
な取り決めで漁業の場所に制限

が設
もう
けられたりしたことから、漁かく量が

1970 年代に減
げん
少
しょう
しました。なお、アが沖

おき

合
あい
漁業、ウが沿

えん
岸
がん
漁業、エが養しょく業です。

考 え 方

3　⑴　① 信
しな
濃
の
川には冬の間の積雪からミネ

ラル分を豊
ほう
富
ふ
にふくむ雪

ゆき
解
ど
け水が流れこみま

す。信濃川は日本で最も長い川で、越
えち
後
ご
平野

を通って日本海に注ぎ込みます。
　　② 新潟県の位置する日本海側の気候は、
冬の降

こう
水
すい
量が多いという特ちょうがあり、雨

温図は冬の降水量が多いものを選びます。な
お、アは松山市、イは静岡市の雨温図です。

⑵　ア○：1960年以後、食生活の変化により、
米の消

しょう
費
ひ
量
りょう
は、だんだんと減

へ
っています。

消費量が減る中で、米が余
あま
るようになりまし

た。
イ○：国は、稲

いね
の作

さく
付
つけ
面
めん
積
せき
を減らしたり、稲以

外の作物を育てたりすることをすすめ、生
せい
産
さん

調
ちょう
整
せい
を行いました。

ウ○：農業で働く人は年々減っています。また、
60才以上の人の割

わり
合
あい
は増

ふ
えています。

エ×：働く人が高
こう
齢
れい
化して耕作できなくなった

土地などを集めて大
だい
規
き
模
ぼ
に農業をする農業法

人が増えています。そこでは若い人も就
しゅう
農
のう

しやすくなっています。これは、農業の生産量
を増やす取り組みで、減った理由にはなりませ
ん。
4　標高が高い長野県は夏でも気温があまり上
がりません。そのためレタスなどのすずしい
気候を好む農作物の栽

さい
培
ばい
に向いています。高

速道路を利用して、東京などの大
だい
都
と
市
し
圏
けん
に素

早く輸
ゆ
送
そう
でき、野菜が傷

いた
みにくいのも利点です。

北のはし
択捉島

南のはし
沖ノ鳥島

東のはし
南鳥島

西のはし
与那国島

ロシア連邦

中華人民共和国

東京

台湾

とうきょう

ユーラシア大陸

太平洋

日本海

たいへいよう

に ほんかい

20度

25度

30度

35度

40度

45度
北緯

125度 130度 135度 140度 145度 150度

大韓民国
だいかんみんこく

朝鮮民主主義
人民共和国

ちょうせんみんしゅしゅ ぎ

じんみんきょう わ こく

ちゅうかじんみんきょうわ こく

たいわん

れんぽう

ほく  い

とうけい

東経

テスト夏休み社会
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答
え

1　
⑴ （
兄
が
、）
妹
に
追
い
か
け
ら
れ
る
（
。）

　
　
⑵ （
二
人
の
客
が
、）
店
員
に
案
内
さ
れ
る
（
。）

2　
⑴ 

あ
た
か
も　
⑵ 
と
う
て
い　
⑶ 

必
ず
し
も

3　
⑴ �

例　

複ふ
く

雑ざ
つ

な
手
順
や
、
身
に
つ
け
る
の
に

長
い
時
間
を
必
要
と
す
る
技ぎ

術じ
ゅ
つ

は
、
言
葉

が
な
く
て
は
伝
え
ら
れ
な
い
か
ら
。

　
　
⑵ ��

例　

南
極
を
の
ぞ
く
す
べ
て
の
大
陸
に
生

活
範は
ん

囲い

を
広
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
独ど
く

自じ

の
文
明
や
文
化
を
築き
ず
き
あ
げ
て
い
る
。

　
　
⑶ 

自
然
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と

　
　
⑷ 

ア
・
エ

考
え
方

1�　
「
A
が
B
を
○
○
す
る
。」と
い
う
文
を
、「
れ
る
」「
ら

れ
る
」
を
使
っ
て
動
作
を
受
け
る
意
味
の
文
に
す
る
と

き
は
、
主
語
が
入
れ
か
わ
っ
て
「
B
が
A
に
○
○
れ
る

（
ら
れ
る
）。」
と
い
う
言
い
方
に
な
り
ま
す
。

2�　

⑴
「
あ
た
か
も
」
は
、「
の
よ
う
だ
」
の
よ
う
に
、

た
と
え
を
表
す
言
い
方
と
結
び
つ
き
ま
す
。
同
じ
よ
う

な
言
葉
に
「
ま
る
で
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑵�

「
と
う
て
い
」
は
、「
な
い
」
な
ど
の
打
ち
消
す
言
い
方

と
結
び
つ
き
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
言
葉
に
「
と
て
も
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑶�

「
必
ず
し
も
」は
、打
ち
消
す
言
い
方
と
結
び
つ
き
、「
い

つ
も
〜
で
は
な
い
」「
全
部
が
〜
で
は
な
い
」
と
い
う

意
味
を
表
し
ま
す
。

3　
⑴
―
― 

①
の
、
直
後
の
文
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

簡か
ん
単た
ん
な
技
術
な
ら
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
覚
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
複
雑
な
手
順
や
、
身
に
つ
け
る
の

に
長
い
時
間
を
必
要
と
す
る
技
術
の
場
合
は
、
言
葉

が
な
く
て
は
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。（
８
～
11
行
目
）

　

�「
言
葉
が
な
く
て
は
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
あ
る
こ
と

に
注
目
し
、
文
の
後
半
の
言
葉
を
使
っ
て
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。

⑵�

―
― 

②
に
「
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
繁は
ん

栄え
い

で
き
た
」
と
あ

る
の
で
、
前
の
文
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

で
も
、
そ
の
人
間
が
今
で
は
南
極
を
の
ぞ
く
す
べ
て

の
大
陸
に
生
活
範
囲
を
広
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
独

自
の
文
明
や
文
化
を
築
き
あ
げ
て
い
ま
す
。�

 
�

（
12
～
14
行
目
）

　

�

人
間
の
今
の
「
繁
栄
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑶�

―
― 

③
、
―
― 

④
を
ふ
く
む
段だ
ん

落ら
く

の
、
直
後
の
文
に

注
目
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
人
間
は
自
然
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と

で
、
技
術
を
手
に
入
れ
た
の
で
す
。（
26
～
27
行
目
）

　

�　
「
こ
の
よ
う
に
」
は
、
前
の
段
落
の
内な
い

容よ
う

を
指
し
示し

め

し
て
い
ま
す
。「
火
を
お
こ
す
こ
と
」
や
「
銅ど
う

を
取
り

出
す
こ
と
」
を
例
に
、
人
間
が
自
然
を
観
察
す
る
こ
と

で
学
び
、
技
術
を
手
に
入
れ
た
こ
と
を
く
わ
し
く
説
明

し
て
い
ま
す
。

⑷�　

ア　
４
〜
６
行
目
に
「
地
球
上
の
動
物
の
な
か
で
、

火
を
あ
つ
か
え
る
の
は
人
類
だ
け
で
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
つ
く
り
、
技
術
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。」
と
あ
り
ま
す
。
ア
は
正
し

い
内
容
で
す
。

イ　
「
人
間
に
す
ば
ら
し
い
観
察
力
が
そ
な
わ
っ
て
い

た
」
こ
と
は
、
人
間
が
自
然
か
ら
学
び
、
技
術
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
ま

す
。「
見
よ
う
見
ま
ね
で
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

し
て
い
る
イ
は
あ
や
ま
り
で
す
。

ウ　
17
〜
19
行
目
に
「
で
は
、
ど
う
し
て
人
間
だ
け
が
、

〜
宇う

宙ち
ゅ
う

に
ま
で
進
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？　
そ
れ
に
は
、
ふ
た
つ
の
理
由
が
あ
り
ま

す
。」
と
あ
り
、
そ
の
直
後
に
「
ひ
と
つ
は
、
人
間
に

す
ば
ら
し
い
観
察
力
が
そ
な
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。」

と
あ
り
ま
す
。
そ
の
観
察
力
で
自
然
を
観
察
し
、
学
ぶ

こ
と
が「
科
学
」で
す
。「
科
学
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
」

と
す
る
ウ
は
あ
や
ま
り
で
す
。

エ　
文
章
の
最
後
に
「
人
間
は
、
科
学
に
よ
っ
て
得
た

知
識
を
生
か
し
て
、
生
活
に
便
利
な
も
の
を
つ
く
る
技

術
を
高
め
ま
し
た
。」
と
あ
り
ま
す
。
エ
は
正
し
い
内

容
で
す
。

テ
ス
ト

夏
休
み

国
語



国
　
語

28

答
え

1　
⑴ 

イ　
　
　
⑵ 

ア　
　
　
⑶ 

エ　
　
　
⑷ 

ウ

2　
⑴ 

ウ　
　
　
⑵ 
キ　
　
　
⑶ 

ア

　
　
⑷ 

カ　
　
　
⑸ 
エ

3　
⑴ 

ア　
　
　
⑵ 

イ　
　
　
⑶ 

カ

　
　
⑷ 

オ　
　
　
⑸ 

エ　
　
　
⑹ 
ウ

4　
⑴ 

イ　
　
　
⑵ 

ア　
　
　
⑶ 
エ

　
　
⑷ 

オ　
　
　
⑸ 

ア　
　
　
⑹ 

ウ

　
　
⑺ 

イ　
　
　
⑻ 

カ

考
え
方

1　
動
詞
を「
～
て
」の
形
に
し
て
、「
し
ま
う
」「
み
る
」「
お

く
」
な
ど
を
そ
え
る
こ
と
で
、
話
し
手
が
、
述の

べ
る
こ
と

が
ら
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
と
ら
え
方
を
し
て
い
る
か
を

表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2　
⑴
「
い
っ
こ
う
に
」
は
、
打
ち
消
す
言
い
方
と
結
び

つ
き
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
言
葉
に
「
全
然
」「
ま
る
き
り
」

「
さ
っ
ぱ
り
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
⑵
「
万
一
」
は
、
仮か
り

に
定
め
る
言
い
方
と
結
び
つ
き
ま
す
。
た
だ
し
、「
万
一
」

を
使
う
場
合
の
仮
に
定
め
る
こ
と
が
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
あ

り
え
な
い
内な
い

容よ
う

で
す
。
⑶「
ど
う
や
ら
」は
、「
ら
し
い
」「
よ

う
だ
」
な
ど
の
、
お
し
は
か
っ
た
り
想そ
う
像ぞ
う
し
た
り
す
る
言

い
方
と
結
び
つ
き
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
言
葉
に「
た
ぶ
ん
」

「
お
そ
ら
く
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
⑷
「
ぜ
ひ
と
も
」
は
、

「
～
（
し
）
た
い
」
な
ど
の
意い

志し

や
希
望
を
表
す
言
い
方

と
結
び
つ
き
ま
す
。
⑸
「
あ
た
か
も
」
は
、「
の
よ
う
だ
」

の
よ
う
に
、
た
と
え
を
表
す
言
い
方
と
結
び
つ
き
ま
す
。

3　
こ
と
わ
ざ
と
は
、
古
く
か
ら
人
々
の
間
で
言
い
な
ら

わ
さ
れ
て
き
た
言
葉
で
、
か
ん
た
ん
な
教
え
や
い
ま
し
め

の
意
味
を
も
っ
た
も
の
で
す
。
⑴
小
さ
な
力
で
も
、
根
気

よ
く
続
け
れ
ば
大
き
な
成
功
に
結
び
つ
く
と
い
う
意
味
で

す
。
⑶
帯
と
し
て
は
短
す
ぎ
る
し
、
た
す
き
と
し
て
は
長

す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ち
ゅ
う
と
は
ん
ぱ
で
役
に

立
た
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
⑷
「
ひ
が
ん
」（
＝
春
分
、

秋
分
の
日
を
中
心
に
し
た
七
日
間
）
の
こ
ろ
を
境さ
か
い

に
し

て
、
暑
さ
や
寒
さ
が
や
わ
ら
ぐ
と
い
う
意
味
で
す
。
⑸
事

実
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
議ぎ

論ろ
ん

す
る
よ
り
、

し
ょ
う
こ
を
示し
め
す
ほ
う
が
確か
く
実じ
つ
だ
と
い
う
意
味
で
す
。
⑹

急
ぐ
と
き
に
は
、
近
道
だ
か
ら
と
い
っ
て
危き

険け
ん
な
道
を
通

る
よ
り
も
、
回
り
道
に
な
っ
た
と
し
て
も
安
全
な
道
を
通

る
ほ
う
が
結
局
は
早
く
着
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
安

全
で
確
実
な
方
法
を
と
る
こ
と
を
う
な
が
す
こ
と
わ
ざ
で

す
。

4　
こ
と
わ
ざ
の
意
味
を
確か
く

認に
ん

し
ま
し
ょ
う
。
⑴
何
か
物

事
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
は
、
思
い
が
け
な
い
災さ
い
難な
ん
に

あ
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
ま
た
、
反
対
に
思

い
が
け
な
い
幸
運
に
あ
う
と
い
う
意
味
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

⑵
馬
に
あ
り
が
た
い
念ね
ん

仏ぶ
つ

を
聞
か
せ
て
も
意
味
が
わ
か
ら

な
い
よ
う
に
、
意
見
を
言
っ
て
も
効こ
う
果か

が
な
い
と
い
う
意

味
で
す
。
⑶
ど
ん
な
に
物
事
が
上
手
な
人
で
も
、
失
敗
す

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
⑷
ど
ん
な
に
値ね

う
ち

が
あ
る
も
の
で
も
、
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
者
に
と
っ
て
は

何
の
役
に
も
立
た
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
⑸
夕
立
は
、

馬
の
背
の
半
分
に
は
降ふ

り
、
も
う
半
分
に
は
降
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
と
い
う
ほ
ど
、
局
地
的
な
降
り
方
を
す
る
と
い

う
意
味
で
す
。
⑹
手
に
入
る
と
思
っ
て
い
た
も
の
を
取
り

に
が
し
て
し
ま
う
と
、
手
に
入
れ
損そ
こ
ね
た
く
や
し
さ
か
ら
、

そ
の
も
の
が
と
て
も
立り
っ
派ぱ

な
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る

と
い
う
意
味
で
す
。
⑺
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く
め
ん
ど
う
を
み

て
か
わ
い
が
っ
て
い
た
者
か
ら
、
思
い
が
け
ず
ひ
ど
い
目

に
あ
わ
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
⑻
あ
る
場
所
か
ら
立

ち
去
る
と
き
に
は
、
自
分
の
い
た
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
後

始
末
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
と
わ
ざ
を
何
度
も
声
に
出
し
て
読
ん
で
、

覚
え
て
お
く
と
い
い
よ
。

言
葉
の
学
習
②

9

53
ペ
ー
ジ
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―
―
―
③
の
「
そ
う
い
う
考
え
」
は
直
前
の
会
話
の

内な
い

容よ
う

を
指
し
ま
す
が
、
前
後
の
つ
な
が
り
な
ど
、
文ぶ
ん

脈み
ゃ
く

に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

37
行
目
の
「
一
年
に
一
度
の
大
会
を
、
待
ち
に
待
っ
て

い
る
選
手
ば
か
り
だ
」
と
は
、
試
合
に
出
た
い
選
手
ば
か

り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
大
地
は
「
試
合
に
出
な
く
て

も
い
い
」
な
ん
て
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た

の
で
、「
お
ど
ろ
い
て
し
ま
っ
た
」
の
で
す
。

5　

―
―
―
④
の
理
由
は
直
後
の
「
部
員
が
い
る
の
に
、

ダ
ブ
ル
ス
を
組
め
な
い
な
ん
て
」
か
ら
わ
か
り
ま
す
が
、

正
確
な
解
答
を
書
く
に
は
、
ほ
か
の
部
分
も
読
ん
で
鈴
花

の
状
況
を
し
っ
か
り
お
さ
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

鈴
花
の
発
言
か
ら
、
鈴
花
の
状
況
を
ま
と
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
46
行
目
か
ら
―
―
―
④
ま
で
の
部
分
に
着
目
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

・�

四
年
の
子
が
何
人
か
、
試
合
に
勝
ち
た
い
！　

と

い
っ
て
く
れ
て
い
る
。
←
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
は
な
い

・
五
年
と
六
年
は
全
員
鈴す
ず

花か

に
反
対
。

・
四
年
は
初
心
者
だ
か
ら
シ
ン
グ
ル
ス
だ
け
。

・
ダ
ブ
ル
ス
を
組
ん
で
く
れ
る
相
手
が
い
な
い
。

・
引
退
試
合
に
ダ
ブ
ル
ス
で
は
出
場
で
き
な
い
み
た
い
。

　
←
部
員
が
い
る
の
に
。

同
じ
考
え
の
部
員
が
い
て
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
は
な
い
け

れ
ど
、
ダ
ブ
ル
ス
を
組
め
る
部
員
は
鈴
花
に
反
対
な
の
で
、

大
事
な
引い
ん

退た
い

試じ

合あ
い

で
ダ
ブ
ル
ス
を
組
む
相
手
が
い
な
い
の

で
す
。

4

6　
「
ぼ
く
が
ル
リ
に
話
し
て
み
よ
う
か
」（
62
行
目
）、

「
キ
ャ
プ
テ
ン
同
士
だ
し
、
い
ち
お
う
助
け
合
わ
な
い
と

い
け
な
い
立
場
な
ん
じ
ゃ
ね
ー
か
と
思
っ
て
さ
」（
64
～

65
行
目
）
よ
り
、
鈴
花
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
読
み
取
れ
ま
す
。「
わ
ざ
と
言
葉
を
あ
ら
っ
ぽ
く
し
て

事
務
的
に
い
っ
た
」（
66
行
目
）
と
こ
ろ
に
、
鈴
花
へ
の

気
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。
ア
が
正
解
で
す
。

イ　
鈴
花
が
「
別
に
ル
リ
が
い
じ
わ
る
と
か
そ
う
い
う

こ
と
じ
ゃ
な
い
の
」（
9
行
目
）と
話
し
て
い
る
の
で
、「
意

地
の
悪
い
こ
と
を
言
う
」
は
あ
や
ま
り
で
す
。
ま
た
、
仕

返
し
を
し
て
や
り
た
い
」
は
「
ぼ
く
が
ル
リ
に
話
し
て
み

よ
う
か
」
と
申
し
出
た
気
持
ち
に
あ
い
ま
せ
ん
。

ウ　
男
子
部
は
鈴
花
と
同
じ
考
え
の
部
員
ば
か
り
で
し

た
ね
。
練
習
を
見
直
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
読
み
取
れ

ま
せ
ん
。

エ　
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
で
ベ
ス
ト
8
に
な
り
た
い
の
は

大
地
自
身
の
思
い
で
あ
り
、
男
子
部
の
力
を
女
子
部
に
見

せ
つ
け
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

指
定
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
し
て
登
場
人
物

の
状
況
を
お
さ
え
よ
う
。
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答
え

1　
分
れ
つ

2　
⑴ 

勝
ち
た
い
か
ら

　
　
⑵ 

自
主
練
習
し
た
り
体
を
き
た
え
た
り
し
よ
う

3　
⑴ 

決
め
ら
れ
た

　
　
⑵ 

そ
う
い
う
無
理
は
し
た
く
な
い

4　
試
合
に
出
な
く
て
も
い
い

5　

�

部
員
が
い
る
の
に
ダ
ブ
ル
ス
を
組
む
相
手
が
い

な
い
の
で
、
引
退
試
合
に
ダ
ブ
ル
ス
で
は
出
場

で
き
な
い
ら
し
い

6　
ア

考
え
方

1　
9
～
12
行
目
で
、
鈴す
ず

花か

は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま

す
。女

子
部
が
分
れ
つ
し
ち
ゃ
い
そ
う
。
っ
て
い
う
か
、
も

う
し
ち
ゃ
っ
て
る
。

「
ミ
ゾ
」
が
で
き
た
と
い
う
の
は
、
考
え
方
の
合
わ
な

い
ル
リ
と
の
関
係
で
あ
り
、
女
子
部
の
状じ
ょ
う

況き
ょ
う
を
表
す
言

葉
と
し
て
は
「
分
れ
つ
」
が
適
切
で
す
。

2　
⑴
―
―
―
①
の
直
後
「
や
る
か
ら
に
は
、
市
大
会
で

ベ
ス
ト
8
に
入
っ
て
、
県
大
会
に
出
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
短
く
表ひ

ょ
う

現げ
ん

し
た
言
葉
を
さ
が
し
ま
し
ょ
う
。

27
～
29
行
目
の
会
話
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

「
う
ー
ん
、
そ
う
な
ん
だ
け
ど
…
…
。
で
も
わ
た
し
た

ち
は
、
や
っ
ぱ
り
勝
ち
た
い
か
ら
が
ん
ば
ろ
う
っ
て
思

う
わ
け
じ
ゃ
な
い
？　
そ
の
た
め
に
自
主
練
習
し
た
り

体
を
き
た
え
た
り
し
よ
う
っ
て
。」

大だ
い

地ち

の
問
い
か
け
「
ぼ
く
だ
っ
て
鈴
花
だ
っ
て
、
楽

し
い
か
ら
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
」（
26
行
目
）
を
受
け
止
め

た
う
え
で
、「
で
も
、
や
っ
ぱ
り
」
と
続
け
て
い
ま
す
ね
。

鈴
花
は
目
標
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
「
が
ん
ば
り
た

い
」
の
で
、「
勝
ち
た
い
か
ら
」
が
適
切
で
す
。

⑵
―
―
―
①
を
ふ
く
む
会
話
に
「
自
主
練
習
と
か
も
や

り
た
く
っ
て
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
よ
り

具
体
的
に
表
現
さ
れ
た
十
七
字
の
言
葉
を
さ
が
し
ま
し
ょ

う
。
⑴
で
確
認
し
た
会
話
に
「
そ
の
た
め
（
勝
つ
た
め
）」

に
「
自
主
練
習
し
た
り
体
を
き
た
え
た
り
し
よ
う
」
と
あ

り
ま
す
ね
。
こ
の
部
分
が
正
解
で
す
。

3　
ル
リ
た
ち
の
考
え
方
は
、
勝
つ
た
め
に
「
が
ん
ば
り

た
い
」
と
い
う
鈴
花
と
は
ち
が
い
ま
す
。
つ
ま
り
勝
つ
こ

と
を
目
指
さ
な
い
や
り
方
で
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
点
を
お
さ
え
て
問
題
文
を
読
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

⑴
38
～
40
行
目
の
会
話
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

「
決
め
ら
れ
た
ク
ラ
ブ
活
動
の
時
間
、
み
ん
な
で
楽
し

く
球
を
打
ち
合
っ
て
過
ご
せ
れ
ば
い
い
。
そ
れ
以
上
の

練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
し
た
く
な
い
っ
て
。」

ル
リ
た
ち
は
、
一
定
の
時
間
を
楽
し
く
過
ご
せ
れ
ば
そ

れ
で
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
設せ
つ
問も
ん
に
あ
う
の
は
「
決
め

ら
れ
た
」
で
始
ま
る
一
文
で
す
ね
。

⑵
右
の
「
そ
れ
以
上
の
練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
し
た

く
な
い
」
も
ル
リ
た
ち
の
言
葉
で
す
が
、
十
二
字
と
い
う

字
数
に
あ
い
ま
せ
ん
。
同
じ
こ
と
を
述の

べ
た
部
分
が
ほ
か

に
な
い
か
、発
言
の
引
用
を
示し
め
す「
～
だ
っ
て
」「
～
っ
て
」

な
ど
の
表
現
を
手
が
か
り
に
し
て
さ
が
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

31
行
目
に
「
～
っ
て
」
が
あ
り
ま
す
ね
。

31�

行
目　
「
ル
リ
た
ち
は
、『
そ
う
い
う
無
理
は
し
た
く

な
い
』
っ
て
い
う
の
。」

こ
れ
は「
自
主
練
習
し
た
り
体
を
き
た
え
た
り
し
よ
う
」

と
考
え
る
鈴
花
に
、
ル
リ
た
ち
が
言
っ
た
言
葉
で
す
ね
。

「
楽
し
む
」
活
動
を
こ
え
た
、
勝
つ
た
め
の
努
力
、
つ
ま

り
「
無
理
」
は
し
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

「
で
も
」
や
「
し
か
し
」
の
あ
と
に
、
本
当
の
気

持
ち
や
強
い
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
よ
。

物
語
の
読
み
取
り
②

8
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―
―
―
④
の
直
後
の
文
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
ガ
ラ
ス
か
ら
レ
ン
ズ
を
つ
く
る
技
術
を
習

得
し
た
人
間
が
、
そ
の
技
術
を
使
っ
て
け
ん
び
鏡
と
い

う
も
の
を
つ
く
り
だ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
細
き
ん
と
い

う
未
知
の
生
命
体
を
発
見
し
た
、
な
ん
て
い
う
の
は
、

ぴ
っ
た
り
の
例
で
す
ね
。

例
を
示し
め

す
接せ
つ

続ぞ
く

語ご

「
た
と
え
ば
」
で
始
ま
り
、「
な
ん

て
い
う
の
は
、
ぴ
っ
た
り
の
例
で
す
ね
」
と
い
う
終
わ
り

方
で
す
か
ら
、
―
―
―
④
の
例
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。

⑴
「
も
っ
と
進
ん
だ
実
験
や
観
察
」
が
で
き
る
道
具
に

あ
た
る
の
は
「
け
ん
び
鏡
」
で
す
。
こ
の
よ
う
な
道
具
を

生
み
だ
す
も
と
に
な
っ
た
技
術
を
答
え
る
の
で
「
ガ
ラ
ス

か
ら
レ
ン
ズ
を
つ
く
る
技
術
」
が
適
切
で
す
。

⑵「
新
し
い
技
術
」を
習
得
し
た
人
間
が
つ
く
っ
た「
け

ん
び
鏡
」
を
使
っ
た
こ
と
で
「
細
き
ん
と
い
う
未
知
の
生

命
体
」
を
発
見
で
き
た
の
で
す
。
け
ん
び
鏡
と
「
新
し
い

原
理
（
＝
細
き
ん
と
い
う
未
知
の
生
命
体
）」
の
発
見
の

つ
な
が
り
が
わ
か
る
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

6　
3
で
確か
く
認に
ん
し
た
「
ふ
た
つ
の
理
由
」
に
あ
う
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
も
の
が
正せ
い

解か
い

で
す
。

ア　
28
～
29
行
目
に
「
自
然
を
観
察
し
て
、
そ
の
し
く

み
や
原
理
を
学
ぶ
こ
と
を
『
科
学
』
と
い
い
ま
す
」
と
あ

り
ま
す
。
科
学
は
自
然
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
技ぎ

術じ
ゅ
つ

に
生

5

か
す
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
は
あ
や
ま
り
で
す
。

イ　
「
人
間
は
、
科
学
に
よ
っ
て
得
た
知
識
を
生
か
し

て
、生
活
に
便
利
な
も
の
を
つ
く
る
技
術
を
高
め
ま
し
た
」

（
29
～
30
行
目
）、「
科
学
と
技
術
は
つ
ね
に
一
体
と
な
っ

て
、
人
間
の
生
活
の
向
上
に
役
立
っ
て
き
た
」（
36
～
37

行
目
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
人
類
の
繁は
ん

栄え
い

は
科
学
と
技

術
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
科
学
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
気
づ
い
た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
は
あ
や
ま
り
で

す
。ウ　

人
類
は
自
然
を
よ
く
観
察
し
て
技
術
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
科
学
と
技
術
は
つ
ね
に
一
体
と
な
っ
て
、

人
間
の
生
活
の
向
上
に
役
立
っ
て
き
た
」
の
で
す
か
ら
、

ウ
は
正
解
で
す
。

エ　
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
「
見
な
す
」
は
「
そ
う
で

な
い
こ
と
を
仮か
り

に
そ
う
だ
と
決
め
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

人
類
が
科
学
と
技
術
を
つ
ね
に
一
体
だ
と
見
な
し
て
い
た

と
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
は
あ
や
ま
り
で
す
。

オ　
「
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
」
を
説
明
し
た
部
分
（
39

～
49
行
目
）
で
は
、「
よ
り
よ
い
生
活
」
を
求
め
る
気
持

ち
が
「
原
動
力
」
と
な
っ
て
、「
よ
り
効こ
う

率り
つ

的て
き

な
道
具
を

生
み
だ
す
技
術
を
発は
っ
展て
ん
さ
せ
た
」
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
す
ね
。
オ
は
正
解
で
す
。

注
も
要
チ
ェ
ッ
ク
だ
よ
！
　
け
ん
び

鏡
が
な
け
れ
ば
細
き
ん
を
発
見
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
ね
。

段
落
ご
と
に
説
明
の
中
心
と
な
る
こ
と
を
お
さ

え
て
、
筆
者
の
言
い
た
い
こ
と
を
つ
か
も
う
。
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答
え

1　
「
火
」
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
つ
く
り
、
技
術
を

高
め
る
役
割
。

「
言
葉
」
複
雑
な
手
順
や
、
身
に
つ
け
る
の
に

長
い
時
間
を
必
要
と
す
る
技
術
を
世
代
を
こ

え
て
伝
え
る
役
割
。

2　
イ

3　
・�

人
間
に
す
ば
ら
し
い
観
察
力
が
そ
な
わ
っ
て

い
た
か
ら
。

　
　
・�

よ
り
よ
い
生
活
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
求
め

る
気
持
ち
が
強
か
っ
た
か
ら
。（
順
不
同
）

4　
・
火
を
お
こ
す
こ
と
（
7
字
）

　
　
・
銅
を
取
り
だ
す
こ
と
（
8
字
）（
順
不
同
）

5　
⑴ 

ガ
ラ
ス
か
ら
レ
ン
ズ
を
つ
く
る
技
術

　
　
⑵ �

け
ん
び
鏡
を
使
っ
て
、
細
き
ん
と
い
う
未

知
の
生
命
体
を
発
見
し
た
こ
と
。

6　
ウ
・
オ
（
順
不
同
）

考
え
方

1　
「
火
」
の
役や
く

割わ
り

は
直
後
の
3
～
6
行
目
か
ら
読
み
取

れ
ま
す
。
火
を
あ
つ
か
え
る
の
は
人
類
だ
け
で
あ
り
、「
そ

の
お
か
げ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
つ
く
り
、
技ぎ

術じ
ゅ
つ

を

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
あ
り
ま
す
。
も
し
人
類
が
火

を
あ
つ
か
え
な
か
っ
た
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
も
、
道
具

を
つ
く
り
だ
す
技
術
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

「
言
葉
」
に
つ
い
て
は
、「
ま
た
」
で
始
ま
る
7
～
11
行

目
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
見
よ
う
見
ま
ね
で
は
覚
え
ら
れ

な
い
、「
複ふ
く

雑ざ
つ

な
手
順
や
、
身
に
つ
け
る
の
に
長
い
時
間

を
必
要
と
す
る
技
術
」
を
世
代
を
こ
え
て
伝
え
る
た
め
に

は
、
言
葉
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。

設せ
つ

問も
ん

に
合
わ
せ
、
ど
ち
ら
も
「
～
役
割
。」
と
い
う
文

末
で
ま
と
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

2　
（　

Ａ　
）
の
前
の
「
人
間
は
、
地
球
に
生
き
る
哺ほ

乳に
ゅ
う

類る
い

の
一
種
に
す
ぎ
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
は
、
人
間
も

他
の
動
物
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
い
っ
ぽ

う
（　

Ａ　
）
の
あ
と
は
「
そ
の
人
間
」、
つ
ま
り
哺
乳

類
の
一
種
に
す
ぎ
な
い
人
間
が
、
世
界
中
に
生
活
範は
ん

囲い

を

広
げ
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
独
自
の
文
明
や
文
化
を
築
き

あ
げ
て
い
ま
す
」
と
あ
り
、
他
の
動
物
に
見
ら
れ
な
い
発は
っ

展て
ん
を
と
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
（　
Ａ　
）
の
前
後
は
逆ぎ
ゃ
く

の
内な
い

容よ
う

で
す
か
ら
、

「
で
も
」
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

3　
17
～
18
行
目
の
問
い
か
け
に
続
け
て
、「
そ
れ
に
は
、

ふ
た
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

「
ふ
た
つ
の
理
由
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

20�

行
目　
ひ
と
つ
は
、
人
間
に
す
ば
ら
し
い
観
察
力
が

そ
な
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

39�

～
40
行
目　
人
類
が
繁は
ん
栄え
い
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
理
由

は
、
よ
り
よ
い
生
活
、
よ
り
豊ゆ
た

か
な
生
活
を
求
め
る

気
持
ち
が
強
か
っ
た
こ
と
で
す
。

「
ふ
た
つ
の
理
由
」
を
さ
が
す
重
要
な
手
が
か
り
、「
ひ

と
つ
は
」「
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
」
を
見
の
が
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
21
～
38
行
目
、42
～
49
行
目
で
、右
の
「
ふ

た
つ
」
に
つ
い
て
く
わ
し
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
要
点
は
右
の
二
文
に
述の

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
言

葉
を
う
ま
く
使
っ
て
、「
～
か
ら
。」
な
ど
の
文
末
で
ま
と

め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

4　
―
―
―
③
の
直
前
「
こ
の
よ
う
に
」
は
、
前
の
段だ
ん
落ら
く

（
21
～
25
行
目
）
の
内
容
を
指
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
「
大

昔
の
人
」
が
自
然
を
観
察
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
、「
ま
た
」

を
は
さ
ん
で
二
つ
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
　

 

観
察
し
た
こ
と
＝�

木
々
が
こ
す
れ
て
熱
く
な
り
、

と
き
に
は
発
火
す
る
よ
う
す

　
　

 

学
ん
だ
こ
と
＝
火
を
お
こ
す
こ
と

　
　

 

観
察
し
た
こ
と
＝�

熱
さ
れ
た
岩
石
か
ら
銅
が
流

れ
る
よ
う
す

　
　

 

学
ん
だ
こ
と
＝
銅
を
取
り
だ
す
こ
と

火
を
お
こ
す
こ
と
や
、
銅
を
取
り
だ
す
こ
と
は
、
人
間

が
自
然
か
ら
学
ん
だ
技
術
な
の
で
す
。

①②

ひ
と
つ
め
と
ふ
た
つ
め
の
理
由
が
、
少
し

は
な
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ね
。
手
が
か
り

を
た
よ
り
に
、
見
つ
け
ら
れ
た
か
な
？

説
明
文
の
読
み
取
り
③

7
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答
え

1　
⑴ 

競
争　
　
⑵ 

結
果　
　
⑶ 

熱
い

　
　
⑷ 

英
語　
　
⑸ 
一
周　
　
⑹ 

挙
手

2　
⑴ 

初　
　
⑵ 

勇　
　
⑶ 

要

　
　
⑷ 

例　
　
⑸ 

積

3　
⑴ 

あ
た　
　
　
⑵ 

た
よ

　
　
⑶ 

は
ぶ　
　
　
⑷ 

あ
ら
た

　
　
⑸ 

く
ら
い

4　
⑴ 

①
会
場　
　
②
開
場

　
　
⑵ 

①
以
外　
　
②
意
外

　
　
⑶ 

①
関
心　
　
②
感
心

考
え
方

1　
⑴
「
き
ょ
う
そ
う
」
に
は
「
競
争
」
の
ほ
か
に
「
競

走
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
い
で
は
、「
ど

ち
ら
が
高
く
と
べ
る
か
」
を
競
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

「
走
っ
て
競
う
」
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
⑵

「
果
」
は
「
あ
る
原げ
ん

因い
ん

か
ら
生
じ
る
も
の
」
と
い
う
意
味

で
す
。「
結
」
に
「
お
わ
り
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す

か
ら
、「
結
果
」
と
合
わ
せ
る
と
、「
あ
る
原
因
か
ら
生
じ

た
結
末
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
⑶
「
あ
つ
い
」
は
、

ほ
か
に
「
暑
い
」「
厚あ
つ

い
」
な
ど
、
日に
ち

常じ
ょ
う

で
も
よ
く
使
う

同ど
う
訓く
ん
異い

字じ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
「
お
茶

が
」
あ
つ
い
の
で
す
か
ら
、「
も
の
の
温
度
が
高
く
感
じ

ら
れ
る
」と
い
う
意
味
の「
熱
い
」が
ふ
さ
わ
し
い
で
す
ね
。

⑷
「
英
」
は
、「
イ
ギ
リ
ス
」
を
表
す
あ
て
字
（「
英
吉
利
」

を
略り

ゃ
く
し
た
も
の
）
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
を
「
英
国
」

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
な

ど
で
使
わ
れ
て
い
る
言
語
な
の
で
、「
英
語
」
と
い
い
ま
す
。

⑸
「
一
周
」
で
す
。
前
後
を
よ
く
読
み
、「
一
週
」
と
し

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
⑹
「
挙
」
は
「
も
の

を
高
く
持
ち
上
げ
る
・
も
の
ご
と
を
起
こ
す
」
と
い
う
意

味
で
す
。「
挙
手
」
は
、「
手
を
高
く
上
げ
る
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

2　

同
じ
漢
字
で
こ
と
な
る
読
み
方
を
す
る
漢
字
で
す
。

⑴
「
は
じ
め
て
」
に
は
、「
初
め
て
」
と
「
始
め
て
」
の

二
つ
の
漢
字
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
「
さ
い
し
ょ

の
」
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、「
初
」
が
正せ
い

解か
い

で
す
。
⑵

「
勇
」
に
は
、「
い
さ
ま
し
い
」「
く
じ
け
ず
立
ち
向
か
う

心
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
⑶
「
要
」
は
、「
も
の

ご
と
に
お
い
て
最
も
大
切
な
部
分
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

⑷
「
例
」
の
読
み
方
に
は
、
小
学
校
で
は
習
い
ま
せ
ん
が

「
た
め
し
」
と
い
う
読
み
方
が
あ
り
ま
す
。「
以
前
に
す
で

に
起
こ
っ
た
こ
と
」
や
「
手
本
に
な
る
こ
と
」
と
い
う
意

味
で
す
。
⑸
「
積
」
と
同
じ
読
み
方
の
漢
字
に
、
五
年
生

で
学
習
す
る
「
績せ
き

」
と
い
う
字
が
あ
り
ま
す
。「
そ
れ
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
の
結
果
」
と
い
う
意
味
を
も
っ

て
お
り
、「
成
績
」
な
ど
の
よ
う
に
使
い
ま
す
。

3　
⑴
「
あ
た
（
り
）」
と
読
み
ま
す
。「
辺
」
は
「
あ
る

も
の
に
近
い
場
所
」
や
「
お
よ
そ
の
程て
い
度ど

」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。「
当
た
り
」
と
の
区
別
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑵
「
た
よ
（
り
）」
と
読
み
ま
す
。「
便
」
に
は
「
便
利
」

な
ど
の「
都
合
の
よ
い
こ
と
」と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、「
手

紙
、
通
信
の
手し

ゅ
段だ
ん
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
⑶
「
は

ぶ
（
く
）」
と
読
み
ま
す
。「
省
」
は
、「
反
省
」
な
ど
の

よ
う
に
使
う
と
き
は
「
ふ
り
か
え
っ
て
よ
く
考
え
る
」
と

い
う
意
味
で
す
が
、「
省し
ょ
う

略り
ゃ
く

」
の
よ
う
に
使
う
と
き
に

は
「
不
要
な
も
の
を
と
り
の
ぞ
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
⑷
「
あ
ら
た
（
め
る
）」
と
読
み
ま
す
。
送
り
が

な
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。「
古
い
も
の
を
新
し
い
も
の
に

か
え
る
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
ほ
か
に
「
検け
ん
査さ

を
し
て

調
べ
る
」と
い
う
意
味
も
も
っ
て
い
ま
す
。
駅
の「
改
札
」

な
ど
の
よ
う
に
使
用
し
ま
す
。

4　
文
の
内な
い

容よ
う

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
意
味
の
言
葉
が
あ
て

は
ま
る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
⑴
①
講こ
う

演え
ん

会か
い

を
行
う
場

所
を
指
し
て
い
ま
す
。
②
場
所
を
何
時
に
開
け
る
か
と
い

う
動
作
を
指
し
て
い
ま
す
。
⑵
「
以
」
は
「
あ
る
と
こ
ろ

を
起
点
と
し
た
範は
ん

囲い

」、「
意
」
は
「
気
持
ち
、
考
え
」
と

い
う
意
味
で
、「
以
外
」「
意
外
」
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
「
外
」

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
⑶
「
関
」
は
「
つ
な
が
り
、

か
か
わ
り
」、「
感
」
は
「
心
の
動
き
」
の
こ
と
で
す
。

同
じ
読
み
方
を
す
る
言
葉
は
ほ
か
に

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
な
。

漢
字
の
学
習
②

6
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答
え

1　
2
段
落
～
5
段
落

2　

�

両
眼
視
で
き
る
視
野
が
広
く
な
る
た
め
、
え
も

の
ま
で
の
き
ょ
り
を
正
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
利
点
。

3　
大
き
な
ひ
と
み

4　
・
耳
の
位
置
が
左
右
で
こ
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
・
左
右
の
耳
の
あ
な
の
大
き
さ
が
ち
が
う
。

5　
ア

考
え
方

1　

ま
ず
1
段だ
ん

落ら
く

で
、
フ
ク
ロ
ウ
は
「
い
ろ
い
ろ
な
部

分
が
発
達
し
て
い
ま
す
」
と
し
ょ
う
か
い
し
て
い
ま
す
ね
。

で
は
、
体
の
ど
こ
が
発
達
し
て
い
る
の
か
、「
ど
こ
」
に

当
た
る
言
葉
に
印
を
つ
け
な
が
ら
読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

2
段
落
～
5
段
落
で
は
「
目
」、
6
段
落
～
8
段
落
で
は

「
耳
」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
り
ま
す
。
解か
い

答と
う

は
「
目
」
の
ま
と
ま
り
を
答
え
ま
し
ょ
う
。

2　
「
視し

野や

」
と
い
う
言
葉
は
―
―
― 

①
と
同
じ
2
段
落

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
段
落
を
読
む
と
、
目
が
顔
の
正
面
に

あ
る
た
め
に
両
眼
で
見
る
視
野
が
広
く
な
る
と
わ
か
り
ま

す
ね
。で
は
、視
野
が
広
い
こ
と
の
利
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。

7�

～
9
行
目　
両
眼
視
で
き
る
視
野
が
広
い
こ
と
で
、

え
も
の
ま
で
の
き
ょ
り
を
正
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
視
野
」
が
広
い
と
何
が
で
き
る
の
か
を
は
っ
き
り
さ

せ
て
、「
～
利
点
。」
と
い
っ
た
形
で
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

3　

―
―
― 

②
を
ふ
く
む
5
段
落
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ

う
。
フ
ク
ロ
ウ
の
目
の
「
大
き
な
ひ
と
み
（
瞳ど
う

孔こ
う

）」
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
ひ
と
み
は
、
ほ
か
の
鳥
よ
り
ず
っ
と
多
く
の
光

を
集
め
る
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
暗
い
と
こ
ろ
で
も
、

網も
う

膜ま
く

に
大
き
く
は
っ
き
り
し
た
像
を
む
す
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

フ
ク
ロ
ウ
が
暗
や
み
で
も
自
由
に
飛
び
ま
わ
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
目
の
位
置
だ
け
で
な
く
、
目
の
構
造
に
も

ひ
み
つ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。

4　

―
―
― 

③
を
ふ
く
む
7
段
落
で
は
、
二
つ
の
こ
と

が
ら
を
な
ら
べ
る
と
き
に
用
い
る
接せ
つ
続ぞ
く
語ご

「
ま
た
」
を
は

さ
ん
で
、
フ
ク
ロ
ウ
の
「
耳
の
位
置
」
と
「
耳
の
あ
な
の

大
き
さ
」
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
耳
の
位
置
＝
左
右
で
こ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た

・
耳
の
あ
な
の
大
き
さ
＝
左
右
で
ち
が
っ
て
い
る
。

耳
の
こ
の
よ
う
な
構
造
が
、
音
を
立
体
的
に
と
ら
え
、

え
も
の
の
位
置
を
正
し
く
知
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

5　
「
目
」「
網
膜
」「
耳
」「
音
」
な
ど
の
言
葉
に
注
意
し

て
、
問
題
文
と
ア
～
エ
を
照
ら
し
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

ア　
フ
ク
ロ
ウ
は
目
が
顔
の
正
面
に
つ
い
て
い
る
た
め
、

そ
の
ま
ま
で
は
後
ろ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
4

段
落
で
は
、
こ
の
点
を
「
や
わ
ら
か
な
首
が
お
ぎ
な
い
」、

顔
や
頭
の
向
き
を
変
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
ア
は
問
題
文
に
合
う
内
容
な
の
で
、
正
解
で
す
。

イ　
3
で
確か
く
認に
ん
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
光
を
集
め
る
能

力
を
持
っ
て
い
る
の
は「
大
き
な
ひ
と
み
」で
す
。「
網
膜
」

は
ひ
と
み
か
ら
送
ら
れ
た
光
を
感
じ
て
像
を
む
す
ぶ
膜
で

す
か
ら
、
イ
は
あ
や
ま
り
で
す
。

ウ　
5
段
落
ま
で
で
フ
ク
ロ
ウ
の
目
に
つ
い
て
、
6

段
落
か
ら
フ
ク
ロ
ウ
の
耳
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

フ
ク
ロ
ウ
の
目
も
耳
も
え
も
の
を
見
つ
け
る
た
め
に
発
達

し
て
い
ま
す
が
、
目
と
耳
を
使
う
順
番
が
決
ま
っ
て
い
る

と
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ウ
は
あ
や
ま
り
で
す
。

エ　
耳
の
位
置
が
左
右
で
こ
と
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

耳
の
あ
な
も
対た
い

称し
ょ
う

の
位
置
に
つ
い
て
い
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
エ
は
あ
や
ま
り
で
す
。

説
明
を
理
解
す
る
手
が
か
り
と
な
る

言
葉
を
お
さ
え
て
、
内な
い

容よう
の
ま
と
ま

り
を
と
ら
え
よ
う
。

説
明
文
の
読
み
取
り
②
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答
え

1　
⑴ 

ア　
　
⑵ 
エ　
　
⑶ 

ウ

　
　
⑷ 

イ　
　
⑸ 
イ

2　
⑴ 

野
菜　
　
⑵ 
機
械

　
　
⑶ 

漁
業　
　
⑷ 

売
買

3　
⑴ （
妹
が
、）
母
に
ほ
め
ら
れ
る
。

　
　
⑵ （
花
び
ん
が
、）
弟
に
わ
ら
れ
る
。

　
　
⑶ （
出
演
者
の
名
前
が
、）司
会
者
に
よ
ば
れ
る
。

　
　
⑷ （
け
が
人
が
、）
救
助
隊
に
救
出
さ
れ
る
。

4　
⑴ 

食
べ
ら
れ
る

　
　
⑵ 

来
ら
れ
る

　
　
⑶ 

読
め
る
（
読
ま
れ
る
）

　
　
⑷ 

走
れ
る
（
走
ら
れ
る
）

　
　
⑸ 

見
ら
れ
る

　
　
⑹ 

起
き
ら
れ
る

　
　
⑺ 

出
ら
れ
る

　
　
⑻ 

投
げ
ら
れ
る

　
　
⑼ 

聞
け
る
（
聞
か
れ
る
）

　
　
⑽ 

飛
べ
る
（
飛
ば
れ
る
）

考
え
方

1　
「
種
類
」
と
「
種
目
」、「
伝
記
」
と
「
伝
説
」
な
ど

の
よ
う
に
、
一
部
に
同
じ
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
て
、
ま
た

言
葉
の
意
味
が
似に

て
い
て
も
、
使
い
方
が
ち
が
う
言
葉
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
問
題
に
あ
る
言
葉
の
意
味
や
使
い

方
を
国
語
辞
典
で
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
使
い
方
を
調
べ

る
と
き
に
は
、
よ
く
使
わ
れ
る
言
い
方
（
例　
⑵
「
自
覚

を
も
つ
」「
自
覚
す
る
」、
⑸
「
冷
静
に
判は
ん

断だ
ん

す
る
」）
な

ど
も
確た
し
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

2　

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
関
係
し
た
言
葉
の
問
題
で
す
。

⑴
～
⑷
の
中
に
あ
る
言
葉
を
手
が
か
り
と
し
て
、（　
　
）

に
入
る
言
葉
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

の
中

の
言
葉
の
漢
字
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑴
は
「
こ
め
」
と
迷ま
よ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
米
は
穀こ
く

物も
つ
に
ふ
く
ま
れ
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
は
「
野
菜
」
が
入
り

ま
す
。
⑵
の
「
き
か
い
」
に
は
、「
機
会
」「
器
械
」
な
ど

の
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、
文
の
内な
い

容よ
う

か
ら
「
機
械
」
が
適て
き

切せ
つ
な
漢
字
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

材
料　
　
漁
業　
　
商
品　
　
売
買

林
業　
　
野
菜　
　
米　
　
　
機
械

　
　
「
れ
る
」「
ら
れ
る
」
を
使
っ
た
文
の
意
味
に
は
、
主

に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
動
作
を
受
け
る
意
味

②
「
…
…
で
き
る
」
と
い
う
意
味

③
「
…
…
な
さ
る
」
と
い
う
意
味

　
は
、「
れ
る
」「
ら
れ
る
」
を
使
っ
て
、
動
作
を
受
け

る
意
味
の
文
に
書
き
改
め
る
問
題
で
す
。「
Ａ
が
Ｂ
を
○

○
す
る
」
と
い
う
言
い
方
を
、「
れ
る
」「
ら
れ
る
」
を
使
っ

て
動
作
を
受
け
る
意
味
に
す
る
と
き
は
、「
Ｂ
が
Ａ
に
○

○
れ
る
（
ら
れ
る
）」
と
い
う
言
い
方
に
な
り
ま
す
。

4　
言
葉
を
「
…
…
で
き
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
形
に

直
す
と
き
に
は
、「
食
べ
ら
れ
る
」「
来
ら
れ
る
」「
起
き

ら
れ
る
」「
出
ら
れ
る
」「
投
げ
ら
れ
る
」
の
よ
う
に
、「
ら
」

の
字
が
必
要
な
も
の
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
⑷
⑼
⑽
は
、「
読
ま
れ
る
」「
走
ら
れ
る
」「
聞
か
れ

る
」「
飛
ば
れ
る
」
と
し
て
も
あ
や
ま
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
…
…
で
き
る
」
で
は
な
く
、動
作
を
受
け
る
意
味
、

も
し
く
は
「
…
…
な
さ
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
こ
と
が

多
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
⑽
は
、「
飛
ば
せ
る
」
と
す
る
と
、「
飛
ぶ
」
で

は
な
く
「
飛
ば
す
」
と
い
う
言
葉
の
形
が
変
化
し
た
も
の

に
な
り
ま
す
の
で
あ
や
ま
り
で
す
。「
飛
ぶ
」と「
飛
ば
す
」

を
そ
れ
ぞ
れ
国
語
辞
典
で
引
い
て
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

3
3

「
平
生
」
は
「
へ
い
ぜ
い
」
と
読
む
よ
。
国
語

辞
典
を
引
く
と
き
に
は
気
を
つ
け
て
ね
。

言
葉
の
学
習
①
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答
え

1　
⑴ 

ま
ち
か
ま
え
役

　
　
⑵ 

ａ　
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
（
9
字
）

　
　
　

 

ｂ　
く
だ
ら
な
い
こ
と
（
7
字
）

2　
⑴ �

プ
レ
ハ
ブ
に
ひ
っ
つ
い
て
地
面
に
ね
こ
ろ

が
り
、
い
つ
で
も
ウ
サ
ギ
に
手
を
の
ば
せ

る
か
っ
こ
う
に
な
っ
た
。

　
　
⑵ 

最
初　
手
も
服
も
よ

　
　
　

 

最
後　
に
お
も
っ
た

3　
エ

考
え
方

1　

⑴
山や

ま

田だ

の
発
言
で
あ
る
―
―
― 

①
の
直
後
や
、
12

～
14
行
目
の
達た
っ
ち
ゃ
ん
の
発
言
中
の
「
ぼ
う
の
役
と
か
わ

れ
よ
」、
15
行
目
の
「
こ
ん
ど
は
、
山
田
と
伸し
ん

次じ

が
ぼ
う

を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
」
な
ど
か
ら
、
山
田
と
伸
次
は
は

じ
め
ウ
サ
ギ
を
ま
ち
か
ま
え
る
役
で
あ
っ
た
と
わ
か
り
ま

す
。
16
行
目
に
「
ま
ち
か
ま
え
役
」
と
い
う
役
名
が
出
て

い
る
の
で
、
こ
の
言
葉
を
答
え
ま
し
ょ
う
。

⑵「
プ
レ
ハ
ブ
の
下
」で
あ
る
ゆ
か
下
を
さ
ぐ
っ
た「
ぼ

く
」
が
「
天
じ
ょ
う
が
た
か
い
」
と
言
う
と
、
達
ち
ゃ
ん

は
次
の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。

「
天
じ
ょ
う
と
い
う
の
は
、
へ
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」

　
達
ち
ゃ
ん
が
く
だ
ら
な
い
こ
と
を
い
っ
た
。

ウ
サ
ギ
を
つ
か
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、「
く

だ
ら
な
い
こ
と
」
を
言
う
ゆ
と
り
は
な
い
場
面
で
す
。
直

後
の
山
田
の
発
言
か
ら
は
、「
こ
っ
ち
」、
つ
ま
り
ま
ち
か

ま
え
役
は
「
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
ま
ち
か
ま
え
て
い
る

の
に
」、
ぼ
う
の
役
は
そ
う
で
は
な
い
と
非ひ

難な
ん

す
る
気
持

ち
が
読
み
取
れ
ま
す
ね
。（　
ａ　
）
は
「
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
」、（　

ｂ　
）
は
「
く
だ
ら
な
い
こ
と
」
が
適

切
で
す
。

2　
⑴
達
ち
ゃ
ん
は
「
い
ま
ま
で
の
ま
ち
か
ま
え
役
の
や

り
か
た
と
は
ち
が
え
た
」
か
っ
こ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
様
子
が
17
～
18
行
目
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
か
ら
、
プ
レ
ハ
ブ
に
ひ
っ
つ
い
て
、
地
面
に
ね

こ
ろ
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
つ
で
も
手
を
の
ば
せ
る

か
っ
こ
う
だ
。

ウ
サ
ギ
を
つ
か
ま
え
て
や
る
ぞ
と
い
う
意い

欲よ
く
が
伝
わ
る

か
っ
こ
う
で
す
ね
。
答
え
の
文
は
「
い
つ
で
も
手
を
の
ば

せ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
か
っ
こ
う

な
の
か
が
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑵
―
―
― 

②
の
直
前
の
「
そ
こ
で
」
は
前
後
を
原げ
ん

因い
ん

と
結
果
の
関
係
で
つ
な
ぐ
接せ
つ

続ぞ
く

語ご

で
す
か
ら
、
前
の
部
分

に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
達
ち
ゃ
ん
同
様
、
の
ん
こ
や
美み

佐さ

子こ

も
ね
こ
ろ
び
ま
し
た
。「
ぼ
く
」
が
「
よ
く
や
る
よ
」

と
思
っ
た
の
は
、
三
人
が
「
か
わ
い
て
い
る
と
い
う
感
じ

で
は
な
い
」
地
面
に
ね
こ
ろ
ん
だ
か
ら
で
す
。
い
っ
ぽ
う
、

「
ぼ
く
」
自
身
に
つ
い
て
は
ど
う
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

21�

～
22
行
目　
よ
く
や
る
よ
と
お
も
い
な
が
ら
、
手
も

服
も
よ
ご
し
て
い
な
い
自
分
の
こ
と
を
、
男
ら
し
く

な
い
よ
う
に
お
も
っ
た
。

ね
こ
ろ
び
た
く
は
な
い
け
れ
ど
、
右
の
気
持
ち
に
動
か

さ
れ
、「
手
だ
け
」
つ
け
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

3　
26
～
42
行
目
の
場
面
を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。「
ぼ
く
」

の
気
持
ち
は
ウ
サ
ギ
の
動
き
と
と
も
に
変
化
し
ま
す
。

・
ウ
サ
ギ
は
、
ぼ
く
の
ほ
う
に
や
っ
て
き
た
。

・
ぼ
く
は
、
つ
ば
を
ご
く
り
と
の
み
こ
ん
だ
。

・
伸
次
の
気
分
が
、
き
ゅ
う
に
わ
か
っ
た
。

・
な
に
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

・�

ゆ
っ
く
り
手
を
の
ば
し
か
け
た
。

す
る
と
、
う
れ
し
い
じ
ゃ
な
い
か
、
ウ
サ
ギ
は
達
ち
ゃ

ん
の
ほ
う
へ
移い

動ど
う
し
た
。

「
ぼ
く
」
が
ウ
サ
ギ
を
つ
か
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
う
で
し
た
が
、
ウ
サ
ギ
は
達
ち
ゃ
ん
の
ほ
う
へ
移
動

し
ま
し
た
。「
う
れ
し
い
」
の
は
そ
の
た
め
で
す
ね
。
正せ
い

解か
い

は
エ
で
す
。
ア
～
ウ
は
右
の
場
面
か
ら
読
み
取
れ
ま
せ

ん
。

きんちょう感

文
中
の
言
葉
を
う
ま
く
用
い
て
、

具
体
的
に
書
こ
う
。

物
語
の
読
み
取
り
①
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答
え

1　
⑴ 

望　
　
⑵ 
近　
　
⑶ 

有　
　
⑷ 

無

　
　
⑸ 

定　
　
⑹ 
量　
　
⑺ 

地

2　
⑴ 

ウ　
　
⑵ 

ア　
　
⑶ 

エ　
　
⑷ 

オ

　
　
⑸ 

イ

3　
⑴ 

①
考　
　
②
好

　
　
⑵ 

①
健　
　
②
建

　
　
⑶ 

①
協　
　
②
共

　
　
⑷ 

①
動　
　
②
働

　
　
⑸ 

①
底　
　
②
庭

4　
⑴ 

易
し
い　
　
　
⑵ 

必
ず　
　
　
⑶ 

試
み
る

　
　
⑷ 

束
ね
る　
　
　
⑸ 

別
れ
る　
　
⑹ 

戦
う

　
　
⑺ 

連
な
っ
て　
　
⑻ 

養
う

考
え
方

1　
ス
タ
ー
ト
か
ら
始
め
て
み
て
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
ら
、
と
ち
ゅ
う
の
わ
か
る
と
こ
ろ
か
ら
う
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
同
じ
漢
字
で
も
、
二
種
類
の
異
な
る
読
み

を
使
っ
て
い
る
漢
字
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
読

み
方
を
た
め
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
「
新
」「
副
」「
不
」「
無
」「
高
」
に
は
次
の
よ
う
な

使
い
方
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
、
あ
と
に
続
く
言
葉
を
さ

ら
に
く
わ
し
く
し
た
り
、
打
ち
消
し
た
り
す
る
意
味
を

も
っ
て
い
ま
す
。

新
…
…�

新
発
売
・
新
学
期
・
新
記
録
・
新
大
陸

副
…
…�

副
産
物
・
副
会
長
・
副
都
心
・
副
作
用

不
…
…�

不
衛え
い

生せ
い

・
不
安
定
・
不
誠せ
い

実じ
つ

・
不
完
全

無
…
…�

無
関
係
・
無
関
心
・
無
意い

識し
き
・
無
期き

限げ
ん

高
…
…�

高
気き

圧あ
つ
・
高
学
年
・
高
性せ
い
能の
う
・
高
感
度

3　
⑴
「
選
考
」
と
は
、「
多
く
の
も
の
や
人
の
中
か
ら
、

特
ち
ょ
う
な
ど
を
よ
く
調
べ
て
選
ぶ
」
と
い
う
意
味
で
す
。

⑵
「
建
」
の
部
首
は
「
え
ん
に
ょ
う
」、「
健
」
の
部
首
は

「
に
ん
べ
ん
」
で
す
。「
健
康
」
の
「
健
」
の
に
ん
べ
ん
を

わ
す
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
⑶
「
協
」
は

「
力
を
合
わ
せ
る
」、「
共
」
は
「
い
っ
し
ょ
に
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。「
キ
ョ
ウ
ド
ウ
」
と
読
む
熟じ
ゅ
く

語ご

は
ほ

か
に
「
協
同
」
が
あ
り
、「
協
力
」
と
似に

た
意
味
を
も
っ

て
い
ま
す
。
前
後
の
言
葉
を
よ
く
見
て
、
ど
ち
ら
の
漢
字

か
考
え
ま
し
ょ
う
。
⑷
人
や
も
の
の
動
き
を
表
す「
ド
ウ
」

は
「
動
」、
そ
れ
に
に
ん
べ
ん
を
つ
け
た
「
働
」
は
「
は

た
ら
く
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
⑸
海
「
テ
イ
」
と

は
「
海
の
底
」
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、こ
こ
に
入
る
「
テ

イ
」
は
「
底
」
で
す
ね
。

4　
読
み
方
が
同
じ
で
も
意
味
の
ち
が
う
言
葉
や
送
り
が

な
に
注
意
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。
⑴
「
易や
さ
し
い
」
と
書
き

2

ま
す
。「
易
」
は
「
た
や
す
い
、
と
り
か
え
る
」
と
い
う

意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
⑵
「
必
ず
」
で
す
。
形
に
注
意

し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。
⑶
「
試
み
る
」

で
す
。「
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
確た
し

か
め

る
た
め
に
や
っ
て
み
る
」
と
い
う
意
味

で
す
。
ま
た
「
試
み
」
と
し
て
、「
た

め
し
に
や
っ
て
み
る
こ
と
」
と
い
う
意

味
で
使
い
ま
す
。
⑸
「
別
れ
る
」
と
書
き
ま
す
。「
人
や

も
の
と
は
な
れ
て
去
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。「
分
か
れ

る
」
は
「
あ
る
ひ
と
つ
の
も
の
が
別
々
に
な
っ
て
ち
が
い

が
う
ま
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。「
二
手
に
分
か
れ
て

落
と
し
物
を
さ
が
す
」の
よ
う
に
使
い
ま
す
。
⑺「
連
な
っ

て
」
と
書
き
、「
あ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
切
れ
ず
に
続
く
」

と
い
う
意
味
で
す
。「
連
続
」「
連
投
」
な
ど
の
熟
語
が
あ

り
ま
す
。

ま
ち
が
え
た
漢
字
は
、
練
習
し
て

覚
え
れ
ば
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。

「
限げん
界かい
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
け
れ
ど
、

「
界
」
の
あ
と
に
続
く
漢
字
が

の

中
に
な
い
ね
。

漢
字
の
学
習
①

2  
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答
え

1　

�

昼
に
地
球
か
ら
見
て
月
が
太
陽
の
前
を
横
切
る

と
き
、
太
陽
が
少
し
ず
つ
か
く
さ
れ
て
暗
く

な
っ
て
い
く
よ
う
す
。

2　
月

3　
最
初　
地
球
か
ら
見

　
　
最
後　
が
ほ
ぼ
同
じ

4　
月
の
き
道
が
だ
円
形
を
し
て
い
る
た
め
。

5　
ウ

考
え
方

1　
第
三
段だ
ん
落ら
く
の
終
わ
り
「
こ
れ
が
『
日
食
』
で
す
」
の

「
こ
れ
」
が
指
す
内
容
を
ま
と
め
た
文
が
答
え
と
な
り
ま

す
。「
こ
れ
」
な
ど
の
指し

示じ

語ご

（
こ
そ
あ
ど
こ
と
ば
）
は

前
の
こ
と
が
ら
を
指
す
場
合
が
多
い
の
で
、
同
じ
段
落
中

の
前
の
二
文
（
5
～
8
行
目
）
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

設せ
つ

問も
ん

で
は
「
い
つ
、
何
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く

よ
う
す
」
を
表
す
言
葉
か
と
問
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ら
三
つ
の
こ
と
が
ら
を
お
さ
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・�

い
つ
＝
昼
に
地
球
か
ら
見
て
月
が
太
陽
の
前
を
横
切

る
と
き

・
何
が
＝
太
陽
が

・�

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
よ
う
す
＝
少
し
ず
つ
か
く 

 

さ
れ
て
暗
く
な
っ
て
い
く
よ
う
す

2　
1
で
確か
く
認に
ん
し
た
よ
う
に
、
日
食
は
月
が
太
陽
の
前
を

横
切
る
と
き
に
見
え
る
の
で
し
た
ね
。
地
球
に
住
む
わ
た

し
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
太
陽
が
月
に
「
か
く
さ
れ
る
」
こ

と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
す
が
、
月
が
太
陽
を
食
べ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
（　
Ａ　
）
に
適

切
な
言
葉
は
「
月
」
で
す
。

3　

―
―
― 

①
を
ふ
く
む
段
落
で
は
、
皆か
い

既き

日
食
が
お

こ
る
「
か
ぎ
」
と
な
る
条じ
ょ
う
件け
ん
、「
太
陽
と
月
の
大
き
さ
と

き
ょ
り
」
の
関
係
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
陽
は
月
の
直
径
の
ほ
ぼ
四
百
倍
の
大
き
さ
が
あ
り
ま

す
。
い
っ
ぽ
う
、
地
球
と
太
陽
の
間
の
き
ょ
り
は
地
球

と
月
の
間
の
き
ょ
り
の
約
四
百
倍
は
な
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
地
球
か
ら
見
て
、
月
と
太
陽
の
見
か
け
の

大
き
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
す
。（
20
～
24
行
目
）

大
き
さ
や
き
ょ
り
の
具
体
的
な
説
明
を
「
つ
ま
り
」
と

い
う
接せ
つ
続ぞ
く
語ご

で
つ
な
い
で
ま
と
め
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
文

か
ら
、
適
切
な
部
分
を
二
十
四
字
で
さ
が
し
ま
し
ょ
う
。

4　
―
―
― 

②
を
ふ
く
む
文
は
「
そ
の
た
め
」
で
始
ま
っ

て
い
る
の
で
、
す
ぐ
前
の
記き

述じ
ゅ
つ
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

26�

～
28
行
目　
じ
つ
は
、
月
が
地
球
の
ま
わ
り
を
ま
わ

る
軌き

道ど
う

は
完
全
な
円
で
な
く
、
少
し
つ
ぶ
れ
た
、
だ

円
形
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
設
問
の
「
何
が
」
と
「
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
」
に
あ
た
る
こ
と
が
ら
を
お
さ
え
て
、「
～
が
～
た

め
。」
の
形
で
ま
と
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

5　
問
題
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
ア
～
エ
を
一
つ

ず
つ
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ア　
2
で
確
認
し
た
よ
う
に
、「
日
を
食
べ
る
」
と
書

く
日
食
は
、
月
が
太
陽
を
食
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
よ

う
す
を
表
す
言
葉
で
し
た
ね
。
ア
は
適
切
で
す
。

イ　
月
や
太
陽
の
動
き
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
か
っ
た

「
む
か
し
の
人
び
と
」
の
こ
と
が
14
～
16
行
目
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。
日
食
を
見
て
「
不ふ

吉き
つ
な
こ
と
が
お
こ
る
と
お

そ
れ
た
」
よ
う
だ
と
あ
り
、
イ
は
適
切
で
す
。

ウ　
17
～
25
行
目
よ
り
、
皆
既
日
食
が
お
き
る
の
は
地

球
だ
け
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
部
分
日
食
も
そ
う

だ
と
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ウ
が
正せ
い
解か
い
で
す
。

エ　
29
～
31
行
目
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。
ど
の
よ
う

な
と
き
に
金き
ん

環か
ん

日
食
に
な
る
の
か
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

月
と
地
球
の
き
ょ
り
の
関
係
で
、
月
が
太
陽
を
か
く
し
き

れ
な
い
と
き
金
環
日
食
に
な
る
の
で
、
エ
は
適
切
で
す
。

設
問
に
合
う
答
え
に
な
っ
て
い
る
か
な
。

「
い
つ
」「
何
が
」「
ど
の
よ
う
に
」
が
き
ち

ん
と
答
え
ら
れ
て
い
る
か
確た
し

か
め
よ
う
。

説
明
文
の
読
み
取
り
①
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